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活弁士と浪曲師が魅せる語りの世界
山崎バニラ・春野恵子

1月26日（日）
開場　午後２時　開演　午後2時30分
場所　安中市松井田文化会館　大ホール
前売り　全席指定　一般　2,000円
当日券　全席指定　一般　2,500円
チケット：11月9日（土）午前9時から松井田文化会館窓口で販売開始
※電話でのお申し込みは11月9日（土）午後1時から
※チケットのお求めは1人4枚まで（発売初日のみ）
※未就学児の入場はできません。

“ヘリウムボイス”と呼ぶ独特の声と、大正琴
とピアノを弾き語る独自の芸風の活弁士・山
崎バニラさんと『進ぬ！電波少年』ケイコ先
生としてデビューし、現在海外各地でも公演
を行う浪曲師・春野恵子さんが松井田文化会
館にやってきます。
二人の芸を聴きにぜひ松井田文化会館にお越
しください。

問合せ▶松井田文化会館（☎393－4400）

書 

に 

親 

し 

む

特
集

　広
報
あ
ん
な
か
11
月
1
日
号
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も
の
頃
か
ら
容
易
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
大
変
意
義
の

あ
る
活
動
と
し
て
、
現
在
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

　本
市
に
は
、
安
中
市
書
道
協
会
と
松
井
田
町
書
道
協
会

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
書
道
の
展
示
会
を
行
う
な

ど
、
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
安

中
市
書
道
協
会
の
会
長
を
務
め
る
上
原
修
陽
さ
ん
に
安
中

の
書
道
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
学
校
の
先
生
が
中
心
と
な
り
、
運
営
さ
れ
て
い
る
「
竹

心
」
は
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
本

市
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
創
刊
当
初
は
現

在
の
よ
う
に
昇
級
・
昇
段
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
の
先
生
の
多
く
が
書
道
を
学
ん
で
い
た
た
め
、
皆
さ

ん
の
習
字
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

碓
氷
郡
の
先
生
方
が
、
親
し
み
や
す
く
手
軽
に
取
れ
る
雑

誌
を
作
ろ
う
と
計
画
し
た
の
が
き
っ
か
け
の
よ
う
で
す
。

昔
も
今
も
先
生
方
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
す
が
、
こ
こ

ま
で
続
い
て
き
た
の
は
先
生
方
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。
負
担
が
大
き
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
す
。

　現
在
、
学
校
の
書
写
の
授

業
は
、
時
間
数
が
減
っ
て
お

り
、
書
道
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
は
非
常
に
残
念
で
す
。

私
た
ち
書
道
協
会
で
も
学
校

支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て
希

望
が
あ
れ
ば
小
中
学
校
に
指

導
者
を
派
遣
し
、
で
き
る
限

り
の
協
力
は
し
て
い
き
た
い
。
安
中
市
や
群
馬
県
の
み
な

ら
ず
、
全
国
的
に
書
道
が
下
火
に
な
っ
て
き
て
い
る
今

日
、
で
き
る
こ
と
を
し
て
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
」

　こ
の
よ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　現
代
社
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
よ
る
手
書
き
の
文
字
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
書
道

と
し
て
の
毛
筆
の
字
の
美
し
さ
や
芸
術
性
は
、
今
後
も
消

え
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
手
本
と
自

身
で
書
い
た
字
を
見
比
べ
、
よ
り
良
い
も
の
を
作
り
上
げ

る
の
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
試
行
錯
誤
し
、
考
え
る
こ
と

で
、
物
事
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
客
観
的
な
判
断
を
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　本
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
竹
心
」
は
、
60
年
以
上
も
前

に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
要
因
と
し

て
、
自
身
で
書
い
た
字
が
冊
子
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
昇

級
・
昇
段
す
る
こ
と
へ
の
楽
し
さ
を
見
出
し
、
「
書
」
の

魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
に
あ
り
ま
す
。

「
竹
心
」
、
も
と
よ
り
「
書
道
」
と
い
う
日
本
の
伝
統
文

化
が
安
中
の
地
に
は
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
ま
す
。

書 

に 

親 

し 

む

安中書道協会会長

上原　修陽　さん

全
国
的
に
も
珍
し
い

　
　
　
　書
道
冊
子「
竹
心
」 ▲創刊600号記念冊子

　本
市
は
、
昔
か
ら
「
書
道
」
が
非
常
に
盛
ん
で
す
。
多
く
の
有
名
な
書
家
を

輩
出
し
て
お
り
、
昭
和
32
年
か
ら
続
く
書
道
雑
誌
「
竹
心
」
に
よ
り
独
特
の
書

道
教
育
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
碓
氷
峠
に
は
万
葉
仮
名
碑
が
多
く
あ

り
、
書
道
に
親
し
み
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
本
市
に
昔
か
ら
根
付
い
て
い
る
「
書
道
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ら
に
親
し

み
を
持
て
る
よ
う
紹
介
し
ま
す
。

　本
市
の
公
立
小
中
学
生
か
ら
作
品
を
募
り
、
優
秀
作
品

を
掲
載
し
て
い
る
「
竹
心
」
。
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　「
竹
心
」
は
、
当
時
の
碓
氷
教
育
会
習
字
部
の
先
生
方

に
よ
り
1
9
5
7（
昭
和
32
）年
10
月
に
第
1
号
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
年
間
で
10
回
発
行
さ
れ
て
お
り
、
一
度
も
休

刊
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
で
は
6
5
7
号
に
ま
で
至
っ
て

い
ま
す
。

　創
刊
当
時
に
作
品
を
出
品
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は

現
在
70
歳
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
名
前
の
上
に
◯

が
あ
り
、
昇
級
・
昇
段
し
た
と
き
の
喜
び
を
今
な
お
覚
え

て
い
る
人
も
多
く
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
書
道
」
は
日
本

の
大
切
な
文
化
の
一
つ
で
あ
り
、
「
竹
心
」
は
誰
も
が
子
ど
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第71回毎日書道展
「会員賞」受賞
増田　幽心　さん

澗
影
見
松
竹
潭
香
聞
芰
荷
（
2
4
2
㎝
×
61
㎝
）

第
71
回
毎
日
書
道
展「
会
員
賞
」受
賞
作
品

受賞おめでとうございます
～全国3万2,000点に上る出品数の国内最大規模の書道展～

　
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
下
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
11
月
30
日
ま
で（
休
診
日
に
つ
い
て

は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

対
象
者
▼
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）加
入
者

で
昭
和
55
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
、
市
内
に
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診

票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往
歴
に
服

用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
）。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し
た

場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
で
市
外
に
転
出
し
た
場
合
は
、
市
か
ら

送
付
し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
速
や
か
に
受
診
票
・
受
診
券
を
市

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失
後
に
受
診

し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

医療機関名（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科・内科クリニック
い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※

※
※
※

※
※
※
※
※
※
※
※

※

※
※

☎ 3 8 5 － 1 5 1 1
☎ 3 8 8 － 1 1 8 0
☎ 3 8 1 － 0 4 8 5
☎ 3 8 0 － 1 7 1 7
☎ 3 8 1 － 2 2 0 1
☎ 3 8 0 － 1 1 8 1
☎ 3 8 5 － 1 3 5 1
☎ 3 9 3 － 5 3 1 1
☎ 3 8 5 － 8 2 2 1
☎ 3 8 5 － 8 5 5 1
☎ 3 8 4 － 3 6 8 1
☎ 3 9 5 － 5 5 6 6
☎ 3 8 5 － 7 8 5 8
☎ 3 8 2 － 3 1 3 1
☎ 3 9 3 － 1 7 3 1  
☎ 3 9 3 － 1 0 0 5
☎ 3 8 5 － 6 0 3 1
☎ 3 9 3 － 1 3 2 4
☎ 3 8 1 － 0 2 2 9
☎ 3 8 2 － 1 2 5 5
☎ 3 9 3 － 1 3 0 1
☎ 3 8 4 － 1 1 2 6
☎ 3 8 2 － 2 5 1 0

50 音順

ん
。

そ
の
他

◆
４
月
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
で
健
康

診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
□本 

国
保
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手

数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年
金
課
ま

た
は
□松
住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　
　
　後
期
高
齢
者
健
康
診
査

今
年
度
の
健
診
は
11
月
で
終
了
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　
　
　後
期
高
齢
者
健
康
診
査

今
年
度
の
健
診
は
11
月
で
終
了
し
ま
す

　先日、第71回毎日書道展
で、グランプリにあたる「会
員賞」を受賞した増田幽心さ
んに受賞の喜びと「書道」へ
の思いをお聞きしました。

　「毎日展」は日本で最も大き

な書道展です。会員になるま

でも大変で、その会員の中か

ら選ばれる会員賞は私には手

の届かない世界の話だと思っ

ておりましたので、とても驚

いて感激しています。もう45

年程前になりますが、仕事で

字を書く機会が多くあり、上手に書けるようになりたいと書道

を始めました。続けることが大変な時期もありましたが、なん

とか今日までこられました。今は、自宅で子どもを教えるほ

か、大人が対象の書道教

室で講師をしています。

安中は、書道がとても盛

んですが、「竹心」の影

響が大きいと思います。

教室に来ている子どもた

ちも昇級すると嬉しそう

で励みになっています。これからの時代、少子化がさらに進

み、書道人口も少なくなってしまうのが心配ですが、少しでも

裾野が広がり、多くの人が書道に触れていただければと思いま

す。私も、微力ながらお役に立てますよう協力させていただき

たいと思っております。
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第71回毎日書道展
「会員賞」受賞
増田　幽心　さん

澗
影
見
松
竹
潭
香
聞
芰
荷
（
2
4
2
㎝
×
61
㎝
）

第
71
回
毎
日
書
道
展「
会
員
賞
」受
賞
作
品

受賞おめでとうございます
～全国3万2,000点に上る出品数の国内最大規模の書道展～

　
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
下
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
11
月
30
日
ま
で（
休
診
日
に
つ
い
て

は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

対
象
者
▼
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）加
入
者

で
昭
和
55
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
、
市
内
に
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診

票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往
歴
に
服

用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
）。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し
た

場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
で
市
外
に
転
出
し
た
場
合
は
、
市
か
ら

送
付
し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
速
や
か
に
受
診
票
・
受
診
券
を
市

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失
後
に
受
診

し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

医療機関名（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科・内科クリニック
い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※

※
※
※

※
※
※
※
※
※
※
※

※

※
※

☎ 3 8 5 － 1 5 1 1
☎ 3 8 8 － 1 1 8 0
☎ 3 8 1 － 0 4 8 5
☎ 3 8 0 － 1 7 1 7
☎ 3 8 1 － 2 2 0 1
☎ 3 8 0 － 1 1 8 1
☎ 3 8 5 － 1 3 5 1
☎ 3 9 3 － 5 3 1 1
☎ 3 8 5 － 8 2 2 1
☎ 3 8 5 － 8 5 5 1
☎ 3 8 4 － 3 6 8 1
☎ 3 9 5 － 5 5 6 6
☎ 3 8 5 － 7 8 5 8
☎ 3 8 2 － 3 1 3 1
☎ 3 9 3 － 1 7 3 1  
☎ 3 9 3 － 1 0 0 5
☎ 3 8 5 － 6 0 3 1
☎ 3 9 3 － 1 3 2 4
☎ 3 8 1 － 0 2 2 9
☎ 3 8 2 － 1 2 5 5
☎ 3 9 3 － 1 3 0 1
☎ 3 8 4 － 1 1 2 6
☎ 3 8 2 － 2 5 1 0

50 音順

ん
。

そ
の
他

◆
４
月
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
で
健
康

診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
□本 

国
保
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手

数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年
金
課
ま

た
は
□松
住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　
　
　後
期
高
齢
者
健
康
診
査

今
年
度
の
健
診
は
11
月
で
終
了
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　
　
　後
期
高
齢
者
健
康
診
査

今
年
度
の
健
診
は
11
月
で
終
了
し
ま
す

　先日、第71回毎日書道展
で、グランプリにあたる「会
員賞」を受賞した増田幽心さ
んに受賞の喜びと「書道」へ
の思いをお聞きしました。

　「毎日展」は日本で最も大き

な書道展です。会員になるま

でも大変で、その会員の中か

ら選ばれる会員賞は私には手

の届かない世界の話だと思っ

ておりましたので、とても驚

いて感激しています。もう45

年程前になりますが、仕事で

字を書く機会が多くあり、上手に書けるようになりたいと書道

を始めました。続けることが大変な時期もありましたが、なん

とか今日までこられました。今は、自宅で子どもを教えるほ

か、大人が対象の書道教

室で講師をしています。

安中は、書道がとても盛

んですが、「竹心」の影

響が大きいと思います。

教室に来ている子どもた

ちも昇級すると嬉しそう

で励みになっています。これからの時代、少子化がさらに進

み、書道人口も少なくなってしまうのが心配ですが、少しでも

裾野が広がり、多くの人が書道に触れていただければと思いま

す。私も、微力ながらお役に立てますよう協力させていただき

たいと思っております。
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平
成
30
年
度
安
中
市
各
会
計
の
決
算
報
告

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
２
）

本

水道事業
水道事業収益
営業収益
営業外収益
特別利益
水道事業収益合計

12億4,576万99円
9,176万7,214円

138万4,892円
13億3,891万2,205円

収益的収入及び支出
水道事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失
予備費
水道事業費用合計

10億6,966万1,556円
 1億6,330万7,113円

2万8,380円
0円

12億3,299万7,049円

資本的収入
企業債
他会計出資金
他会計負担金
固定資産売却代金
工事負担金
国庫補助金
資本的収入合計

1億円
1,639万1,950円

100万4,400円
0円

2,670万1,236円
0円

1億4,409万7,586円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
予備費
資本的支出合計

 3億357万7,832円
3億5,730万8,834円

0円
6億6,088万6,666円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額5億1,678万9,080円は、
当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額2,060万8,014
円、過年度分損益勘定留保資金4,207万509円、当年度分損益勘定留
保資金4億5,336万5,702円および建設改良積立金74万4,855円で
補てんしました。

病院事業
病院事業収益
医業収益
医業外収益
病院事業収益合計

18億5,731万2,892円
7億539万5,267円

25億6,270万8,159円

収益的収入及び支出
病院事業費用
医業費用
医業外費用
予備費
病院事業費用合計

25億7,344万7,261円
 5,074万6,185円

0円
26億2,419万3,446円

資本的収入
他会計負担金
企業債
資本的収入合計

1億1,406万787円
7,000万円

1億8,406万787円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
資本的支出合計

 7,030万1,714円
2億2,478万9,605円
2億9,509万1,319円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億1,103万532円は、当年度分消費税資本的収支調整額491万9,192円および過年度分損益勘
定留保資金1億611万1,340円で補てんしました。

介護サービス事業
介護サービス事業収益
営業収益
営業外収益
介護サービス事業収益合計

4,257万7,260円
192万822円

4,449万8,082円

収益的収入及び支出
介護サービス事業費用
営業費用
営業外費用
予備費
介護サービス事業費用合計

4,806万5,272円
 2万4,071円

0円
4,808万9,343円

○健全化判断比率（単位：％）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、下記のとおり公表します。

○資金不足比率（単位：％）
特別会計の名称
水道事業会計
病院事業会計
介護サービス事業会計
下水道事業特別会計

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

比率
－  
－  
8.2

10.6

資金不足比率
－
－
－
－

資本的収入
資本的収入合計 0円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
資本的支出合計

 110万4,889円
 110万4,889円不足額 110万4,889円

不足額 1億1,103万532円

不足額 5億1,678万9,080円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額110万4,889円は、過年度分損益勘定留保資金等110万4,889円で補てんしました。

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額が算出されないため「－」で
表示しました。

※全ての会計で資金不足が算出されないため、資金不足
比率は「－」で表示しました。

早期健全化基準
12.77
17.77
25.0

350.0

財政再生基準
20.00
30.00
35.0

　特別会計は、特定の事業
のために一般会計と切り離
して経理しているもので、
本市の特別会計は国民健康
保険、後期高齢者医療、介
護保険、下水道事業、健康
増進施設恵みの湯事業の５
つの特別会計で構成されて
います。
　平成30年度の特別会計
総額は、歳入が1 4 9億
1,258万612円、歳出が
146億8,472万3,583円
で、歳入歳出差引残額は2
億2,785万7,029円の黒字
決算となりました。
　各特別会計の歳入・歳出
額は右のグラフのとおりで
す。

一　般　会　計
　本市の平成30年度一般会計総額は、歳入が244億2,006万8,593円、歳出が235億6,859万9,463
円で、歳入から歳出を差し引いた形式収支は8億5,146万9,130円、形式収支から翌年度への繰越財
源を差し引いた実質収支は、7億9,711万9,130円で、黒字決算となりました。

特　別　会　計

0 20億

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介　護　保　険

下　　水　　道

恵　み　の　湯

40億 60億 80億

歳入 66億1,160万7,825円

歳出 64億8,756万824円

歳入 7億7,339万3,936円

歳出 7億6,957万5,123円

歳入 63億7,073万9,207円

歳出 62億7,976万317円

歳入 9億7,282万8,326円

歳出 9億6,682万6,150円

歳入 1億8,401万1,318円

歳出 1億8,100万1,169円

歳入・歳出用語の解説
市　税…市民税・固定資産税・軽自動車税など
民生費…福祉の充実、子育て支援などの経費
衛生費…ごみ・し尿処理、予防接種、検診などの経費

歳 入
244億2,006万8,593円

歳 出
235億6,859万9,463円

市税
106億568万1,573円
43.43％

民生費
86億8,789万2,915円
36.86％

衛生費
34億1,400万4,892円
14.49％

公債費
29億6,727万8,253円
12.59％

総務費
24億3,562万8,162円
10.33％

教育費
22億3,469万9,303円
9.48％

土木費
17億5,578万4,004円
7.45％

消防費
8億6,171万5,762円
3.66％

農林水産業費
5億9,407万8,109円
2.52％

商工費
3億3,725万9,517円
1.43％

議会費
2億3,782万7,951円
1.01％ その他

4,243万595円
0.18％

地方交付税 
32億1,727万6,000円
13.17％

国庫支出金 
30億998万1,666円
12.33％

市債
21億2,700万円
8.71％

県支出金
16億9,167万6,856円
6.93％

地方消費税交付金
11億532万4,000円
4.53％

諸収入
5億4,119万9,823円
2.22％

繰入金
4億7,402万円
1.94％

繰越金
4億4,533万7,741円
1.82％

使用料及び手数料
3億9,089万3,159円
1.60％ その他

8億1,167万7,775円
3.32%
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平
成
30
年
度
安
中
市
各
会
計
の
決
算
報
告

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
２
）

本

水道事業
水道事業収益
営業収益
営業外収益
特別利益
水道事業収益合計

12億4,576万99円
9,176万7,214円

138万4,892円
13億3,891万2,205円

収益的収入及び支出
水道事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失
予備費
水道事業費用合計

10億6,966万1,556円
 1億6,330万7,113円

2万8,380円
0円

12億3,299万7,049円

資本的収入
企業債
他会計出資金
他会計負担金
固定資産売却代金
工事負担金
国庫補助金
資本的収入合計

1億円
1,639万1,950円

100万4,400円
0円

2,670万1,236円
0円

1億4,409万7,586円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
予備費
資本的支出合計

 3億357万7,832円
3億5,730万8,834円

0円
6億6,088万6,666円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額5億1,678万9,080円は、
当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額2,060万8,014
円、過年度分損益勘定留保資金4,207万509円、当年度分損益勘定留
保資金4億5,336万5,702円および建設改良積立金74万4,855円で
補てんしました。

病院事業
病院事業収益
医業収益
医業外収益
病院事業収益合計

18億5,731万2,892円
7億539万5,267円

25億6,270万8,159円

収益的収入及び支出
病院事業費用
医業費用
医業外費用
予備費
病院事業費用合計

25億7,344万7,261円
 5,074万6,185円

0円
26億2,419万3,446円

資本的収入
他会計負担金
企業債
資本的収入合計

1億1,406万787円
7,000万円

1億8,406万787円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
資本的支出合計

 7,030万1,714円
2億2,478万9,605円
2億9,509万1,319円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億1,103万532円は、当年度分消費税資本的収支調整額491万9,192円および過年度分損益勘
定留保資金1億611万1,340円で補てんしました。

介護サービス事業
介護サービス事業収益
営業収益
営業外収益
介護サービス事業収益合計

4,257万7,260円
192万822円

4,449万8,082円

収益的収入及び支出
介護サービス事業費用
営業費用
営業外費用
予備費
介護サービス事業費用合計

4,806万5,272円
 2万4,071円

0円
4,808万9,343円

○健全化判断比率（単位：％）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、下記のとおり公表します。

○資金不足比率（単位：％）
特別会計の名称
水道事業会計
病院事業会計
介護サービス事業会計
下水道事業特別会計

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

比率
－  
－  
8.2

10.6

資金不足比率
－
－
－
－

資本的収入
資本的収入合計 0円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
資本的支出合計

 110万4,889円
 110万4,889円不足額 110万4,889円

不足額 1億1,103万532円

不足額 5億1,678万9,080円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額110万4,889円は、過年度分損益勘定留保資金等110万4,889円で補てんしました。

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額が算出されないため「－」で
表示しました。

※全ての会計で資金不足が算出されないため、資金不足
比率は「－」で表示しました。

早期健全化基準
12.77
17.77
25.0

350.0

財政再生基準
20.00
30.00
35.0

　特別会計は、特定の事業
のために一般会計と切り離
して経理しているもので、
本市の特別会計は国民健康
保険、後期高齢者医療、介
護保険、下水道事業、健康
増進施設恵みの湯事業の５
つの特別会計で構成されて
います。
　平成30年度の特別会計
総額は、歳入が1 4 9億
1,258万612円、歳出が
146億8,472万3,583円
で、歳入歳出差引残額は2
億2,785万7,029円の黒字
決算となりました。
　各特別会計の歳入・歳出
額は右のグラフのとおりで
す。

一　般　会　計
　本市の平成30年度一般会計総額は、歳入が244億2,006万8,593円、歳出が235億6,859万9,463
円で、歳入から歳出を差し引いた形式収支は8億5,146万9,130円、形式収支から翌年度への繰越財
源を差し引いた実質収支は、7億9,711万9,130円で、黒字決算となりました。

特　別　会　計

0 20億

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介　護　保　険

下　　水　　道

恵　み　の　湯

40億 60億 80億

歳入 66億1,160万7,825円

歳出 64億8,756万824円

歳入 7億7,339万3,936円

歳出 7億6,957万5,123円

歳入 63億7,073万9,207円

歳出 62億7,976万317円

歳入 9億7,282万8,326円

歳出 9億6,682万6,150円

歳入 1億8,401万1,318円

歳出 1億8,100万1,169円

歳入・歳出用語の解説
市　税…市民税・固定資産税・軽自動車税など
民生費…福祉の充実、子育て支援などの経費
衛生費…ごみ・し尿処理、予防接種、検診などの経費

歳 入
244億2,006万8,593円

歳 出
235億6,859万9,463円

市税
106億568万1,573円
43.43％

民生費
86億8,789万2,915円
36.86％

衛生費
34億1,400万4,892円
14.49％

公債費
29億6,727万8,253円
12.59％

総務費
24億3,562万8,162円
10.33％

教育費
22億3,469万9,303円
9.48％

土木費
17億5,578万4,004円
7.45％

消防費
8億6,171万5,762円
3.66％

農林水産業費
5億9,407万8,109円
2.52％

商工費
3億3,725万9,517円
1.43％

議会費
2億3,782万7,951円
1.01％ その他

4,243万595円
0.18％

地方交付税 
32億1,727万6,000円
13.17％

国庫支出金 
30億998万1,666円
12.33％

市債
21億2,700万円
8.71％

県支出金
16億9,167万6,856円
6.93％

地方消費税交付金
11億532万4,000円
4.53％

諸収入
5億4,119万9,823円
2.22％

繰入金
4億7,402万円
1.94％

繰越金
4億4,533万7,741円
1.82％

使用料及び手数料
3億9,089万3,159円
1.60％ その他

8億1,167万7,775円
3.32%
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　市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
役
所
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
平
成
30
年
度
の
市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　な
お
、
よ
り
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.
annaka.lg.jp

）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

対前年
増減数

0  
3  

－1  
2  

－2  
0  

－1  
0  

－1  
0  

－4  
0  

－4  
－2  
－1  
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－9  
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341
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427
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35
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236
663

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
　 計

教　　　　育
消　　　　防
小　　　　計
病　　　　院
水　　　　道
下 　 水 　 道
そ 　 の 　 他
小　　　　計
合　　計

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

区　　分
部　　門

職員数 20歳
未満
1人

20～
23歳
26人

24～
27歳
61人

28～
31歳
81人

32～
35歳
47人

36～
39歳
72人

区　分

職員数

40～
43歳
92人

44～
47歳
87人

48～
51歳
67人

52～
55歳
53人

56～
59歳
57人

60歳
以上
10人

区　分

職員数

■職員の任免および職員数
（1）職員の任免状況（平成30年度中　医療職含む）
採用者数…18人　退職者数…36人

（2）職員数の状況
ア　部門別職員数の状況 イ　年齢別職員構成の状況（平成30年4月1日現在）

金額など   
4,280千円

11,747千円
26.7%

6,514円

　　　　  　　　　項　　　　目
①　職員厚生会に対する助成金額
②　会員による掛金の額
③　公費負担率：①/（①+②）
④　会員1人あたりの補助金額：①/会員数（657人）

■職員の福祉および利益の保護
（1）職員の健康の保持増進対策
毎年、定期健康診断を実施し、職員の健康の保持増進に努めています。

（2）職員厚生会に対する助成の状況

10人
2人

12人

本市再任用等
公 共 的 団 体
　　 計

■職員の退職管理
（1）退職者による依頼等の規制
退職者が離職後２年間、離職前５年間に属した部署の
職員に対して、職務上の行為をするように、又はしない
ように要求・依頼をすることを禁止しています。

（2）届出
退職者で管理・監督の地位にあった職員が、離職後２年
間において営利企業等に就職した場合は、速やかに届
け出なければならないとしています。平成30年度末に
おける退職者の再就職等の状況は次のとおりです。

■職員の勤務時間・その他勤務条件
（1）勤務時間
1週間の勤務時間…38時間45分
始業時間…午前8時30分
終業時間…午後5時15分

（2）休暇の種類
年次有給休暇・病気休暇・特別休暇・介護休暇

■職員の休業に関する状況
育児休業および部分休業
育児休業…子の養育のためその子が3歳に達する日ま
で取得できます。
部分休業…小学校就学の始期に達するまでの子を養育
する場合に1日2時間を超えない範囲で取得できます。

■公平委員会の業務
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況
平成30年度において、措置要求はありませんでした。

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況
平成30年度において、不服申立てはありませんでした。
■職員の分限および懲戒処分

（1）分限処分　職員の勤務実績が良くない、その職に必要な適正を欠くなどの場合に行われる処
分で、免職・休職・降任・降給があります。

（2）懲戒処分　職員が職務上の義務違反や公務員としてふさわしくない非行を行った場合に行わ
れる処分で、免職・停職・減給・戒告があります。

■職員の服務
営利企業等の従事状況
職員が営利企業等に従事することは制限されています
が、消防団などの活動には許可を得て従事させています。

■職員の研修
研修の実施状況（主なもの）
ア　一般研修　　    7種　  受講者数　のべ  80人
イ　特別研修
　（ア）専門研修　11種  　受講者数　のべ397人
　（イ）派遣研修　25種  　受講者数　のべ   52人
　（ウ）自主研修  自主研究グループ構成員　 22人

評価の種類
対 象 職 員
評　価　者

業績評価・能力評価
全職員
課長（相当職含む）以上の職にある者

■職員の人事評価
人事評価を人事管理の基礎および職員の人材育成に
活用し、公共の福祉やサービスの資質向上に繋げるた
め、実施しました。

（7）職員手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当
期末手当…年間2.6月分
勤勉手当…年間1.85月分
※職制上の段階・職務の等級により役職加算が5～15％あります。
イ　退職手当（平成30年4月1日現在）
勤続35年…自己都合退職：39.7575月分
　　　　　 勧奨・定年退職：47.709月分
※定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
※退職時特別昇給はありません
ウ　特殊勤務手当（平成30年4月1日現在）
税務手当・社会福祉業務手当・火葬業務手当・夜間看護
手当・拘束手当など19手当
エ　時間外勤務手当（水道・病院・介護サービス事業を
除く）
支給実績…74,008千円
職員１人あたり平均支給額（30年度決算）…157千円
オ　その他手当（平成30年4月1日現在）
扶養手当・住居手当・通勤手当・管理職手当
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過去5年間
の増減数（率）

10
3.0%
－19

－19.2%
2

－%
－7

－1.6%
－9

－3.8%
－16

－2.4%

年度
部門別

一般
行政

教育

消防

普通会計
計

公営企業
等会計

計

ウ　職員数の推移

※普通会計部門における人口10,000人あたり職員数
71.76人（類似団体の人口10,000人あたり職員数
73.69人） ※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

申込者数
79人

8人
3人

合格者数
15人

1人
1人

　　　区　　分
中級試験（H31.4.1採用）
初級試験（H31.4.1採用）
社会人経験者（H31.4.1採用）

（3）採用試験の実施状況

※医療職を除く

合計…654人

区分
7級
6級
5級
4級
3級
2級
1級

職員数
10人
9人

49人
91人

115人
89人
9人

構成比
2.7%
2.4%

13.2%
24.5%
30.9%
23.9%

2.4%

標準的な職務内容
部長
参事

課長・主幹
課長補佐・係長・主査

主査・主任
主事・技師

主事補・技師補

（6）一般行政職の級別職員数等の状況
　  （平成30年4月1日現在）

※平成29年度の人件費率15.5％

住民基本台帳人口
（平成30年度末）

57,861人

人件費率
（B/A）

16.4%

■職員の給与
（1）人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

人件費B

  3,890,100
　　千円

実質収支

　 800,130
　　千円

歳出額A

23,648,164
　　千円

区分
安中市

（一般行政職）
安中市

（技能労務職）
群馬県

国

平均年齢

41.0歳

50.3歳

43.7歳
43.5歳

平均給料月額

312,263円

311,508円

336,797円
329,845円

平均給与月額

369,276円

339,085円

405,821円
－

（3）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額
の状況（平成30年4月1日現在）

※職員手当には、退職手当を含みません。

職員数
A

423人

給料

1,534,928
　  千円

職員手当

251,790
　千円

期末・
勤勉手当
612,845
　千円

 

計　B

2,399,563
　  千円

1人あたり
給与費

（B/A）
5,673
　千円

給与費
（2）職員給与費の状況（平成30年度普通会計決算）

　　　　区分

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
高校卒

安中市
179,200円
147,100円
147,100円

群馬県
184,300円
150,400円
146,000円

国
179,200円
147,100円

－

（4）職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　  （平成30年4月1日現在）
　　　　区分

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
高校卒

経験年数7年
以上10年未満
249,300円
220,500円

－

経験年数10年
以上15年未満
277,300円
248,800円

－

経験年数15年
以上20年未満
318,100円

－
286,100円

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

秘
書
課
給
与
厚
生
係
（
☎
内
線
１
０
３
４
）
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　市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
役
所
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
平
成
30
年
度
の
市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　な
お
、
よ
り
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.
annaka.lg.jp

）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

対前年
増減数

0  
3  

－1  
2  

－2  
0  

－1  
0  

－1  
0  

－4  
0  

－4  
－2  
－1  

0  
－2  
－5  
－9  

H30
5

109
35
65
44

1
30
10
42

341
80

2
423
148

34
11
38

231
654

H29
5

106
36
63
46

1
31
10
43

341
84

2
427
150

35
11
40

236
663

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
　 計

教　　　　育
消　　　　防
小　　　　計
病　　　　院
水　　　　道
下 　 水 　 道
そ 　 の 　 他
小　　　　計
合　　計

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

区　　分
部　　門

職員数 20歳
未満
1人

20～
23歳
26人

24～
27歳
61人

28～
31歳
81人

32～
35歳
47人

36～
39歳
72人

区　分

職員数

40～
43歳
92人

44～
47歳
87人

48～
51歳
67人

52～
55歳
53人

56～
59歳
57人

60歳
以上
10人

区　分

職員数

■職員の任免および職員数
（1）職員の任免状況（平成30年度中　医療職含む）
採用者数…18人　退職者数…36人

（2）職員数の状況
ア　部門別職員数の状況 イ　年齢別職員構成の状況（平成30年4月1日現在）

金額など   
4,280千円

11,747千円
26.7%

6,514円

　　　　  　　　　項　　　　目
①　職員厚生会に対する助成金額
②　会員による掛金の額
③　公費負担率：①/（①+②）
④　会員1人あたりの補助金額：①/会員数（657人）

■職員の福祉および利益の保護
（1）職員の健康の保持増進対策
毎年、定期健康診断を実施し、職員の健康の保持増進に努めています。

（2）職員厚生会に対する助成の状況

10人
2人

12人

本市再任用等
公 共 的 団 体
　　 計

■職員の退職管理
（1）退職者による依頼等の規制
退職者が離職後２年間、離職前５年間に属した部署の
職員に対して、職務上の行為をするように、又はしない
ように要求・依頼をすることを禁止しています。

（2）届出
退職者で管理・監督の地位にあった職員が、離職後２年
間において営利企業等に就職した場合は、速やかに届
け出なければならないとしています。平成30年度末に
おける退職者の再就職等の状況は次のとおりです。

■職員の勤務時間・その他勤務条件
（1）勤務時間
1週間の勤務時間…38時間45分
始業時間…午前8時30分
終業時間…午後5時15分

（2）休暇の種類
年次有給休暇・病気休暇・特別休暇・介護休暇

■職員の休業に関する状況
育児休業および部分休業
育児休業…子の養育のためその子が3歳に達する日ま
で取得できます。
部分休業…小学校就学の始期に達するまでの子を養育
する場合に1日2時間を超えない範囲で取得できます。

■公平委員会の業務
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況
平成30年度において、措置要求はありませんでした。

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況
平成30年度において、不服申立てはありませんでした。
■職員の分限および懲戒処分

（1）分限処分　職員の勤務実績が良くない、その職に必要な適正を欠くなどの場合に行われる処
分で、免職・休職・降任・降給があります。

（2）懲戒処分　職員が職務上の義務違反や公務員としてふさわしくない非行を行った場合に行わ
れる処分で、免職・停職・減給・戒告があります。

■職員の服務
営利企業等の従事状況
職員が営利企業等に従事することは制限されています
が、消防団などの活動には許可を得て従事させています。

■職員の研修
研修の実施状況（主なもの）
ア　一般研修　　    7種　  受講者数　のべ  80人
イ　特別研修
　（ア）専門研修　11種  　受講者数　のべ397人
　（イ）派遣研修　25種  　受講者数　のべ   52人
　（ウ）自主研修  自主研究グループ構成員　 22人

評価の種類
対 象 職 員
評　価　者

業績評価・能力評価
全職員
課長（相当職含む）以上の職にある者

■職員の人事評価
人事評価を人事管理の基礎および職員の人材育成に
活用し、公共の福祉やサービスの資質向上に繋げるた
め、実施しました。

（7）職員手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当
期末手当…年間2.6月分
勤勉手当…年間1.85月分
※職制上の段階・職務の等級により役職加算が5～15％あります。
イ　退職手当（平成30年4月1日現在）
勤続35年…自己都合退職：39.7575月分
　　　　　 勧奨・定年退職：47.709月分
※定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
※退職時特別昇給はありません
ウ　特殊勤務手当（平成30年4月1日現在）
税務手当・社会福祉業務手当・火葬業務手当・夜間看護
手当・拘束手当など19手当
エ　時間外勤務手当（水道・病院・介護サービス事業を
除く）
支給実績…74,008千円
職員１人あたり平均支給額（30年度決算）…157千円
オ　その他手当（平成30年4月1日現在）
扶養手当・住居手当・通勤手当・管理職手当
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過去5年間
の増減数（率）

10
3.0%
－19

－19.2%
2

－%
－7

－1.6%
－9

－3.8%
－16

－2.4%

年度
部門別

一般
行政

教育

消防

普通会計
計

公営企業
等会計

計

ウ　職員数の推移

※普通会計部門における人口10,000人あたり職員数
71.76人（類似団体の人口10,000人あたり職員数
73.69人） ※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

申込者数
79人

8人
3人

合格者数
15人

1人
1人

　　　区　　分
中級試験（H31.4.1採用）
初級試験（H31.4.1採用）
社会人経験者（H31.4.1採用）

（3）採用試験の実施状況

※医療職を除く

合計…654人

区分
7級
6級
5級
4級
3級
2級
1級

職員数
10人
9人

49人
91人

115人
89人
9人

構成比
2.7%
2.4%

13.2%
24.5%
30.9%
23.9%

2.4%

標準的な職務内容
部長
参事

課長・主幹
課長補佐・係長・主査

主査・主任
主事・技師

主事補・技師補

（6）一般行政職の級別職員数等の状況
　  （平成30年4月1日現在）

※平成29年度の人件費率15.5％

住民基本台帳人口
（平成30年度末）

57,861人

人件費率
（B/A）

16.4%

■職員の給与
（1）人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

人件費B

  3,890,100
　　千円

実質収支

　 800,130
　　千円

歳出額A

23,648,164
　　千円

区分
安中市

（一般行政職）
安中市

（技能労務職）
群馬県

国

平均年齢

41.0歳

50.3歳

43.7歳
43.5歳

平均給料月額

312,263円

311,508円

336,797円
329,845円

平均給与月額

369,276円

339,085円

405,821円
－

（3）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額
の状況（平成30年4月1日現在）

※職員手当には、退職手当を含みません。

職員数
A

423人

給料

1,534,928
　  千円

職員手当

251,790
　千円

期末・
勤勉手当
612,845
　千円

 

計　B

2,399,563
　  千円

1人あたり
給与費

（B/A）
5,673
　千円

給与費
（2）職員給与費の状況（平成30年度普通会計決算）

　　　　区分

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
高校卒

安中市
179,200円
147,100円
147,100円

群馬県
184,300円
150,400円
146,000円

国
179,200円
147,100円

－

（4）職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　  （平成30年4月1日現在）
　　　　区分

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
高校卒

経験年数7年
以上10年未満
249,300円
220,500円

－

経験年数10年
以上15年未満
277,300円
248,800円

－

経験年数15年
以上20年未満
318,100円

－
286,100円

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

秘
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給
与
厚
生
係
（
☎
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農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
２
６
１
９
）

松

　人
間
が
使
用
し
な
い
果
実
は
、
野
生
動
物

が
越
冬
す
る
た
め
の
絶
好
の
エ
サ
と
な
り
ま

す
。　野

生
動
物
を
寄
せ
な
い
、
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
不
要
な
ク
リ
や
カ
キ
な
ど
は
伐
採
し

ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
を
す
み
つ
か
せ
な
い

①
食
べ
物
の
匂
い
を
さ
せ
な
い
。

　
×
畑
に
廃
棄
野
菜
や
生
ゴ
ミ
を
放
置
。

　
×
野
菜
や
果
樹
を
放
置
。

　
×
ペ
ッ
ト
の
残
飯
や
フ
ン
を
放
置
。

②
電
気
柵
な
ど
で
防
衛
す
る
。

　
×
柵
の
な
い
野
菜
畑
。

③
隠
れ
場
や
逃
げ
場
を
な
く
す
。

　
×
ヤ
ブ
に
な
っ
た
放
棄
地
。（
田
畑
・
空

き
家
・
山
林
）

④
地
域
の
皆
さ
ん
で
追
い
払
い
を
行
う
。

　
◎
音
を
立
て
な
が
ら
、
人
が
近
づ
く
。

　
※
安
全
の
為
に
、
次
の
も
の
を
用
意
し
ま 

し
ょ
う
。

　
ベ
ニ
ア
板
な
ど
、
盾
に
な
る
物

　
パ
チ
ン
コ
な
ど
、
武
器
に
な
る
物

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
用
す
る

①
断
線
・
漏
電
さ
せ
な
い
。

　
◎
電
線
に
草
木
が
触
れ
て
い
な
い
。

②
電
気
が
流
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
◎
動
物
の
足
が
土
に
触
れ
る
。

　（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
電 

気
が
流
れ
に
く
い
た
め
不
可
で
す
）

③
常
に
電
気
を
流
し
て
お
く
。

　
◎
電
源
を
入
れ
な
い
と
き
は
、
柵（
電
線
）

　
　
を
片
付
け
る
。

自
己
防
衛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
電
気
柵
な
ど
防
除
資
材
の
購
入
補
助
制
度 

が
あ
り
ま
す
。（
市
内
の
農
地
へ
電
気
柵
な

ど
の
被
害
防
除
柵
を
設
置
す
る
場
合
）

■
ワ
ナ
猟
免
許
取
得
費
用
の
補
助
制
度
が
あ 

り
ま
す
。
被
害
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る

自
己
防
衛
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
不
明
点
や
各
種
申
請
に
つ
い
て
は
、
問
合

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

■
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕
獲

　
ワ
ナ
猟
免
許
所
持
者
は
市
へ
申
請
す
る
こ 

と
で
、
猟
期
外
に
お
い
て
も
捕
獲
が
許
可
さ 

れ
ま
す（
条
件
：
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目 

的
で
あ
り
、
捕
獲
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限 

る
）。

■
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
小
動
物
の
捕
獲

　
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申 

請
す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す（
条 

件
：
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で 

あ
り
、
小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

　実
績

　
安
中
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
お
よ
び 

実
施
隊
に
よ
り
、
適
正
な
捕
獲
を
行
っ
て
い 

ま
す
。（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画 

に
基
づ
く
） 

■
そ
の
た
め
、
捕
獲
用
の
檻
や
ワ
ナ
を
民
有 

地
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
ご 

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
主
に
左
表
の
野
生
動
物
を
有
害
鳥

獣
と
し
て
捕
獲
し
ま
し
た
。

ク

野
生
鳥
獣
に
よ
る

　
　
　
　
　被
害
を
防
ぐ

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）　

イ ノ シ シ

アライグマ

ハクビシン

ニホンザル

令和元年度

283

129

92

4

平成30年度

563

197

141

28

平成29年度

526

238

180

10

平成28年度

652

237

171

21

単位：頭

（令和元年度は、4月1日から8月30日までの値）

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

　
安
中
市
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
全
国
的
に
も
低
く
、
環
境
省
に
お
け
る
平
成
29
年
度
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
全
国
平
均
が
「
20
・
2
％
」
の
と
こ
ろ
、
群
馬
県

平
均
が
「
15
・
1
％
」
で
安
中
市
は
「
11
・
3
％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
量
し
て
い
く

た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市内3ヶ所に回収ボックスを設置し、家庭で使用された廃食用油を回収しています。回収し
た廃食用油は売却し、燃料などにリサイクルされます。

　安中市では、循環型社会の実現に向けた取組の一環として、カラープ
リンターで使用したインクカートリッジの分別回収ボックスを市内３ヶ
所に設置し、リサイクルを始めました。
○ 回収できるもの
インクジェット式プリンターの使用済カートリッジ
※ 国内で流通しているものであれば、メーカーは問わない。
※ 汎用品（メーカーの純正でないもの）も、回収可能。
× 収集できないもの
・トナーカートリッジ　・事業系のインクカートリッジ

ペットボトル（2Ｌまで）に入れて、油がこぼれないようにしっか
りとフタを閉めて出してください。（未開封のものについてはそ
のまま出せます）
※天かすなどの不純物はできるだけ取り除いてください。
※賞味期限切れの油でも出せますが、ビンの容器では出さないで

ください。
○収集できる油
家庭から出る液状の植物性油（サラダ油、なたね油、ごま油、オ
リーブオイルなど）
× 収集できない油
豚油（ラード）、牛油（ヘット）、鉱物油（エンジンオイル・灯油な
ど）、一部の植物油（パーム油・ヤシ油）、事業系の廃食用油

使用済インクカートリッジの回収ボックスを設置しました

　市内6ヶ所に使用済小型家電の回収ボックスを設置し、使用済小型家
電に含まれる鉄やアルミなどの金属のほか、貴金属やレアメタルなどの
有用な資源を回収し、リサイクルを行っています。
○ 回収する小型家電
電気や電池で動く電化製品およびその付属品（リモコン・ＡＣアダプ
タ・電気コード・充電器など）のうち、回収ボックスの投入口（横30セ
ンチ×縦15センチ）に投入できるもの。
※電池は取り外してください。　※個人情報は必ず消去してください。
※携帯電話やスマートフォンは、専用の投入口（横10センチ×縦5セン

チ）があります。
× 収集できないもの
・投入口に投入できないもの　・事業系の使用済小型家電

使用済小型家電の回収ボックスを設置しています

使用済食用油の回収ボックスを設置しています

▲青い看板が目印です

▲黄色の旗が目印です

▲フタをしっかり閉めて出し
　てください

　　　　　　　　　　　　利　用　時　間   
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～11時30分　午後1時～午後4時30分

設置場所
□本 
□松 

□ク  

　　　　　　　　　　　　利　用　時　間   
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時45分～午後5時（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～11時30分　午後1時～午後4時30分

設置場所
□本 
□松 
□ク  

　　　　　　　　　　　　　利　用　時　間   
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～11時30分　午後1時～午後4時30分
午前9時～午後6時（休館日[毎週火曜日]を除く）
午前9時～午後6時（休館日[毎週月曜日および毎月月末]を除く）
午前9時～午後9時（祝日を除く、第2,4,5月曜日は午後5時まで、休館日を除く）

設置場所
□本 
□松 
□ク  

文化センター
文化会館

□ス 
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農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
２
６
１
９
）

松

　人
間
が
使
用
し
な
い
果
実
は
、
野
生
動
物

が
越
冬
す
る
た
め
の
絶
好
の
エ
サ
と
な
り
ま

す
。　野

生
動
物
を
寄
せ
な
い
、
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
不
要
な
ク
リ
や
カ
キ
な
ど
は
伐
採
し

ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
を
す
み
つ
か
せ
な
い

①
食
べ
物
の
匂
い
を
さ
せ
な
い
。

　
×
畑
に
廃
棄
野
菜
や
生
ゴ
ミ
を
放
置
。

　
×
野
菜
や
果
樹
を
放
置
。

　
×
ペ
ッ
ト
の
残
飯
や
フ
ン
を
放
置
。

②
電
気
柵
な
ど
で
防
衛
す
る
。

　
×
柵
の
な
い
野
菜
畑
。

③
隠
れ
場
や
逃
げ
場
を
な
く
す
。

　
×
ヤ
ブ
に
な
っ
た
放
棄
地
。（
田
畑
・
空

き
家
・
山
林
）

④
地
域
の
皆
さ
ん
で
追
い
払
い
を
行
う
。

　
◎
音
を
立
て
な
が
ら
、
人
が
近
づ
く
。

　
※
安
全
の
為
に
、
次
の
も
の
を
用
意
し
ま 

し
ょ
う
。

　
ベ
ニ
ア
板
な
ど
、
盾
に
な
る
物

　
パ
チ
ン
コ
な
ど
、
武
器
に
な
る
物

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
用
す
る

①
断
線
・
漏
電
さ
せ
な
い
。

　
◎
電
線
に
草
木
が
触
れ
て
い
な
い
。

②
電
気
が
流
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
◎
動
物
の
足
が
土
に
触
れ
る
。

　（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
電 

気
が
流
れ
に
く
い
た
め
不
可
で
す
）

③
常
に
電
気
を
流
し
て
お
く
。

　
◎
電
源
を
入
れ
な
い
と
き
は
、
柵（
電
線
）

　
　
を
片
付
け
る
。

自
己
防
衛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
電
気
柵
な
ど
防
除
資
材
の
購
入
補
助
制
度 

が
あ
り
ま
す
。（
市
内
の
農
地
へ
電
気
柵
な

ど
の
被
害
防
除
柵
を
設
置
す
る
場
合
）

■
ワ
ナ
猟
免
許
取
得
費
用
の
補
助
制
度
が
あ 

り
ま
す
。
被
害
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る

自
己
防
衛
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
不
明
点
や
各
種
申
請
に
つ
い
て
は
、
問
合

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

■
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕
獲

　
ワ
ナ
猟
免
許
所
持
者
は
市
へ
申
請
す
る
こ 

と
で
、
猟
期
外
に
お
い
て
も
捕
獲
が
許
可
さ 

れ
ま
す（
条
件
：
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目 

的
で
あ
り
、
捕
獲
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限 

る
）。

■
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
小
動
物
の
捕
獲

　
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申 

請
す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す（
条 

件
：
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で 

あ
り
、
小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

　実
績

　
安
中
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
お
よ
び 

実
施
隊
に
よ
り
、
適
正
な
捕
獲
を
行
っ
て
い 

ま
す
。（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画 

に
基
づ
く
） 

■
そ
の
た
め
、
捕
獲
用
の
檻
や
ワ
ナ
を
民
有 

地
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
ご 

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
主
に
左
表
の
野
生
動
物
を
有
害
鳥

獣
と
し
て
捕
獲
し
ま
し
た
。

ク

野
生
鳥
獣
に
よ
る

　
　
　
　
　被
害
を
防
ぐ

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）　

イ ノ シ シ

アライグマ

ハクビシン

ニホンザル

令和元年度

283

129

92

4

平成30年度

563

197

141

28

平成29年度

526

238

180

10

平成28年度

652

237

171

21

単位：頭

（令和元年度は、4月1日から8月30日までの値）

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

　
安
中
市
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
全
国
的
に
も
低
く
、
環
境
省
に
お
け
る
平
成
29
年
度
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
全
国
平
均
が
「
20
・
2
％
」
の
と
こ
ろ
、
群
馬
県

平
均
が
「
15
・
1
％
」
で
安
中
市
は
「
11
・
3
％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
量
し
て
い
く

た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市内3ヶ所に回収ボックスを設置し、家庭で使用された廃食用油を回収しています。回収し
た廃食用油は売却し、燃料などにリサイクルされます。

　安中市では、循環型社会の実現に向けた取組の一環として、カラープ
リンターで使用したインクカートリッジの分別回収ボックスを市内３ヶ
所に設置し、リサイクルを始めました。
○ 回収できるもの
インクジェット式プリンターの使用済カートリッジ
※ 国内で流通しているものであれば、メーカーは問わない。
※ 汎用品（メーカーの純正でないもの）も、回収可能。
× 収集できないもの
・トナーカートリッジ　・事業系のインクカートリッジ

ペットボトル（2Ｌまで）に入れて、油がこぼれないようにしっか
りとフタを閉めて出してください。（未開封のものについてはそ
のまま出せます）
※天かすなどの不純物はできるだけ取り除いてください。
※賞味期限切れの油でも出せますが、ビンの容器では出さないで

ください。
○収集できる油
家庭から出る液状の植物性油（サラダ油、なたね油、ごま油、オ
リーブオイルなど）
× 収集できない油
豚油（ラード）、牛油（ヘット）、鉱物油（エンジンオイル・灯油な
ど）、一部の植物油（パーム油・ヤシ油）、事業系の廃食用油

使用済インクカートリッジの回収ボックスを設置しました

　市内6ヶ所に使用済小型家電の回収ボックスを設置し、使用済小型家
電に含まれる鉄やアルミなどの金属のほか、貴金属やレアメタルなどの
有用な資源を回収し、リサイクルを行っています。
○ 回収する小型家電
電気や電池で動く電化製品およびその付属品（リモコン・ＡＣアダプ
タ・電気コード・充電器など）のうち、回収ボックスの投入口（横30セ
ンチ×縦15センチ）に投入できるもの。
※電池は取り外してください。　※個人情報は必ず消去してください。
※携帯電話やスマートフォンは、専用の投入口（横10センチ×縦5セン

チ）があります。
× 収集できないもの
・投入口に投入できないもの　・事業系の使用済小型家電

使用済小型家電の回収ボックスを設置しています

使用済食用油の回収ボックスを設置しています

▲青い看板が目印です

▲黄色の旗が目印です

▲フタをしっかり閉めて出し
　てください

　　　　　　　　　　　　利　用　時　間   
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～11時30分　午後1時～午後4時30分

設置場所
□本 
□松 

□ク  

　　　　　　　　　　　　利　用　時　間   
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時45分～午後5時（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～11時30分　午後1時～午後4時30分

設置場所
□本 
□松 
□ク  

　　　　　　　　　　　　　利　用　時　間   
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）
月曜日～金曜日　午前8時30分～11時30分　午後1時～午後4時30分
午前9時～午後6時（休館日[毎週火曜日]を除く）
午前9時～午後6時（休館日[毎週月曜日および毎月月末]を除く）
午前9時～午後9時（祝日を除く、第2,4,5月曜日は午後5時まで、休館日を除く）

設置場所
□本 
□松 
□ク  

文化センター
文化会館

□ス 
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ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

1213

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
２
６
１
８
）

松

【補助金額】

【ぐんま緑の県民税について知りたい人】
 　群馬県ホームページ  https://www.pref.gunma.jp/04/e3000101.html

 　群馬県　森林環境部　緑化推進課

 　TEL：027－226－3278　FAX：027－223－0154　e-mail:gm-zei@pref.gunma.lg.jp

      
 【申請を希望される人】…令和元年12月中に下記へお越しください。
 　安中市役所　産業政策部　農林課　林政鳥獣対策係（松井田庁舎）

 　TEL：027－382－1111　FAX：027－382－4111

「地域住民による里山機能の回復」を支援します

【事業の流れ】

群
馬
県
が
実
施
す
る
「
令
和
２
年
度
　
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
」
事
業
の
う
ち
、
「
地
域
活
動
推
進
」
事
業
に
よ
り
、
里
山
や
平
地
林
の
整
備

（
非
営
利
活
動
）に
対
し
て
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

★1

★2
★3

　　区　分

整備
　  （森林）

　　　  （竹林）
管理
苗木購入

　　　　補助金額
2,800円/0.01ha（100㎡）
10,000円/0.01ha（100㎡）
1,000円/0.01ha（100㎡）
3,000円/0.01ha（100㎡）

　　　　　補助対象
伐採委託費、機器購入貸借費
消耗品費（手袋など）、昼食茶菓費
燃料費、会議室使用料、保険料
苗木購入（高木性）

実施前：土塩　竹之内地区（H27） 実施後：同地（現在）

※各段階において、報告書などの書類の提出が義務付けられています。

※作業の対価として請求することはできません。

倒木や野生動物増加の原因

zoom up

東京都墨田区で開催された第6回全日本アンダージュニ
アボクシング王座決定戦で優勝した金井紫南さん（中央
左）と第1回全日本ゴールデンキッズマスボクシング大会
で優勝した金井紫謙さん（左）が、茂木市長を表敬訪問し
ました。優勝おめでとうございます。

公立碓氷病院にて第3回健康講座が開催され、内科の阿
部智志医師による講演と音楽鑑賞が行われました。参加
者からは「つい治療が目的となりがちですが、自身を尊
重し、今を生きることの大切さを学びました」などの感
想が寄せられました。今後も皆さまの健康増進に役立つ
講座を計画していきますので、ご期待ください。

ボクシング大会優勝
おめでとうございます

9
20

月

日

9
3

月

日

8
31

月

日

9
8

月

日

株式会社ティエムコーポレイションと「災害時における
福祉避難所の指定等に関する協定」を締結しました。こ
の協定締結により、災害時に一般的な避難所での生活を
送ることが困難な要配慮者が、安心して避難生活を送る
ことができるように、バリアフリー化されている施設を
利用させていただけることとなりました。

災害時における福祉避難所の指定
等に関する協定を締結しました

碓氷峠の森公園「ふれあい広場」の完成に伴い、オープ
ニングイベントが開催されました。イベントでは、はた
らく車の展示や峠マルシェの出店、各ブース出展などが
あり、家族連れの人や地元の人など、多くの皆さんで賑
わいました。

碓氷峠の森公園
オープニング

みのりが丘自主防災訓練に伴い、地元児童によるシュミ
レーション訓練が行われました。突然人が倒れたことを
想定し、救急車に通報することから、心臓マッサージ、
AEDの操作まで、一連の流れを行いました。その後、希
望者には安中消防署員による救命救急講習も実施されま
した。

小学生による救命講習
シュミレーション

9
9

月

日

鬼方たかさん（嶺）が100歳の誕生日をむかえられ、お祝
いの品が手渡されました。これからも元気にお過ごしく
ださい。

１００歳
おめでとうございます

9
21

月

日
健康講座が
開催されました
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８
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２
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緑
の
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税
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「
地
域
活
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推
進
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事
業
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山
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地
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の
整
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ま
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。
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　　　　補助金額
2,800円/0.01ha（100㎡）
10,000円/0.01ha（100㎡）
1,000円/0.01ha（100㎡）
3,000円/0.01ha（100㎡）
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伐採委託費、機器購入貸借費
消耗品費（手袋など）、昼食茶菓費
燃料費、会議室使用料、保険料
苗木購入（高木性）

実施前：土塩　竹之内地区（H27） 実施後：同地（現在）

※各段階において、報告書などの書類の提出が義務付けられています。

※作業の対価として請求することはできません。

倒木や野生動物増加の原因
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東京都墨田区で開催された第6回全日本アンダージュニ
アボクシング王座決定戦で優勝した金井紫南さん（中央
左）と第1回全日本ゴールデンキッズマスボクシング大会
で優勝した金井紫謙さん（左）が、茂木市長を表敬訪問し
ました。優勝おめでとうございます。

公立碓氷病院にて第3回健康講座が開催され、内科の阿
部智志医師による講演と音楽鑑賞が行われました。参加
者からは「つい治療が目的となりがちですが、自身を尊
重し、今を生きることの大切さを学びました」などの感
想が寄せられました。今後も皆さまの健康増進に役立つ
講座を計画していきますので、ご期待ください。

ボクシング大会優勝
おめでとうございます

9
20

月

日

9
3

月

日
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31

月

日

9
8

月

日

株式会社ティエムコーポレイションと「災害時における
福祉避難所の指定等に関する協定」を締結しました。こ
の協定締結により、災害時に一般的な避難所での生活を
送ることが困難な要配慮者が、安心して避難生活を送る
ことができるように、バリアフリー化されている施設を
利用させていただけることとなりました。

災害時における福祉避難所の指定
等に関する協定を締結しました

碓氷峠の森公園「ふれあい広場」の完成に伴い、オープ
ニングイベントが開催されました。イベントでは、はた
らく車の展示や峠マルシェの出店、各ブース出展などが
あり、家族連れの人や地元の人など、多くの皆さんで賑
わいました。

碓氷峠の森公園
オープニング

みのりが丘自主防災訓練に伴い、地元児童によるシュミ
レーション訓練が行われました。突然人が倒れたことを
想定し、救急車に通報することから、心臓マッサージ、
AEDの操作まで、一連の流れを行いました。その後、希
望者には安中消防署員による救命救急講習も実施されま
した。

小学生による救命講習
シュミレーション

9
9

月

日

鬼方たかさん（嶺）が100歳の誕生日をむかえられ、お祝
いの品が手渡されました。これからも元気にお過ごしく
ださい。

１００歳
おめでとうございます

9
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月

日
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第104回

　
家
庭
や
地
域
、
社
会
の
な
か
で
、
性
別
や
年

齢
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
活
す
る

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

私
は
こ
の
作
文
を
通
し
て
、
今
の
社
会
の
現
状

に
目
を
向
け
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
お
互
い

を
尊
重
し
合
い
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

性
別
に
関
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き

る
社
会
と
い
う
意
味
で
す
。
歴
史
の
授
業
を
受

け
て
い
た
と
き
、
昔
は
特
に
「
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
事
」
と
い
う
価
値
観
が
強
く
、
性
別

に
左
右
さ
れ
、
自
由
が
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
で
自
由

の
欠
け
た
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
一

人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
女
性
は

皆
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
家
事
や
育
児
が

得
意
で
し
ょ
う
か
。
男
性
は
皆
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
、
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ

ん
。
女
性
は
家
事
や
育
児
を
す
れ
ば
い
い
、
男

性
は
仕
事
を
し
て
家
族
を
養
え
ば
い
い
、
こ
の

よ
う
な
社
会
は
、
と
て
も
息
苦
し
く
、
生
き
づ

ら
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
、
得
意
な
こ

と
、
不
得
意
な
こ
と
は
違
い
、
性
格
や
体
型
、

考
え
方
も
違
い
ま
す
。
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
お

互
い
に
協
力
し
合
い
、
仕
事
も
家
庭
も
大
事
に

す
る
と
い
う
考
え
方
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
ま
で
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
に
つ
い
て
何
も
知
ら
ず
、
難
し
そ

う
な
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
考
え
て
み
て
、
私
の
身
近
な
問
題
の
一
つ

で
あ
り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
も
、

重
要
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
男
性
だ

か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
た
考
え
方
よ
り

も
、
お
互
い
を
理
解
し
、
協
力
し
合
い
、
尊
重

し
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し

て
、
素
晴
ら
し
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
考
え

方
の
ほ
う
が
、
私
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

社
会
の
一
員
と
し
て
、
相
手
を
思
い
や
り
、
支

え
合
い
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
鍵

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
実
在
す
る
事
業
者
な
ど
の
名
前
を
か
た
り
、
「
利
用
料
金
が
未
納
」
な

ど
の
心
当
た
り
の
な
い
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）が

届
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
心
当
た
り
の
な
い
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
ら
、
開
け
ず
に
す
ぐ
削
除

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
送
信
元
の
名
前
な
ど
に
聞
き
覚
え
が
あ
っ
て
も
安
易
に
信
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
連
絡
を
す
る
と
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
た

り
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
架
空
請
求
は
消
費
者
の
情
報
を
完
全
に
特
定
し
て
送
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
て
し
ま
う
と
個
人
情
報
が
知
ら
れ
、
そ
の

情
報
を
元
に
さ
ら
に
金
銭
を
要
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
未
納

料
金
を
請
求
さ
れ
て
も
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
決
し
て
相
手
に
連
絡
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

☆
宅
配
便
業
者
や
携
帯
電
話
会
社
を
か
た
る
偽
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
く
事
例
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
不
正
な
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ス
マ
ホ
に
、
「
サ
イ
ト
へ
の
登
録
料
が
未
納

で
あ
る
。
本
日
中
に
連
絡
が
な
い
場
合
は
法
的

手
段
に
移
行
す
る
」
と
い
う
内
容
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が

届
い
た
。
送
信
元
と
し
て
大
手
通
販
サ
イ
ト
名

が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

大
手
通
販
サ
イ
ト
を
か
た
り

未
納
料
金
を
請
求
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
入
賞
】

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　北
中
学
校
三
年

　吉
田

　光
希

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は12月1日号に「こころ・休養、アルコール」の掲載を予定しています本

◎11月14日は、「世界糖尿病デー」
　国連は拡大を続ける糖尿病の脅威を踏まえ、11月14日を「世界糖尿病デー」として指定しました。さらに国際
糖尿病連合（IDF）は、”Unite for Diabetes”（糖尿病との闘いのため団結せよ）というキャッチフレーズと、国連や空
を表す「ブルー」と、団結を表す「輪」を使用したシンボルマークを採用。全世界での糖尿病抑制に向けたキャ
ンペーンを推進しています。 
　安中市国民健康保険の疾病分類別の医療費では、がん、高血圧、脳卒中、糖尿病、心臓病と上位に位置する糖
尿病、この生活習慣病が原因とする疾病が医療全体の約3割を占めています。また、糖尿病は合併症を併発して
気づいたときには、重篤な症状となっている場合もあります。

◎糖尿病を予防し健康を保つために
①ご自分の標準体重を目標にする。　
　標準体重の求め方：身長（m）×身長（m）×22※＝（　　　）kg
　22※＝生活習慣病になりにくい指数
②朝食は抜かず、間食は控え、3度の食事は規則正しく。

◎順番を意識して｢かしこく｣食べる
①ご飯より先に｢野菜｣を食べる。
②牛乳や乳製品を一緒に食べる。
③食物繊維の多い食品と組み合わせる。
④調味に積極的に酢を使う。

い ま　気をつけよう
　　　　　　病気に備えて　腹八分目尿病糖

請求書
SMS ｢ざるそば｣のみの食事と、｢ざるそば｣を食

べる前に｢とまと｣を食べるだけで、血糖の
上昇にこんなに差が出ます。
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第104回

　
家
庭
や
地
域
、
社
会
の
な
か
で
、
性
別
や
年

齢
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
活
す
る

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

私
は
こ
の
作
文
を
通
し
て
、
今
の
社
会
の
現
状

に
目
を
向
け
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
お
互
い

を
尊
重
し
合
い
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

性
別
に
関
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き

る
社
会
と
い
う
意
味
で
す
。
歴
史
の
授
業
を
受

け
て
い
た
と
き
、
昔
は
特
に
「
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
事
」
と
い
う
価
値
観
が
強
く
、
性
別

に
左
右
さ
れ
、
自
由
が
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
で
自
由

の
欠
け
た
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
一

人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
女
性
は

皆
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
家
事
や
育
児
が

得
意
で
し
ょ
う
か
。
男
性
は
皆
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
、
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ

ん
。
女
性
は
家
事
や
育
児
を
す
れ
ば
い
い
、
男

性
は
仕
事
を
し
て
家
族
を
養
え
ば
い
い
、
こ
の

よ
う
な
社
会
は
、
と
て
も
息
苦
し
く
、
生
き
づ

ら
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
、
得
意
な
こ

と
、
不
得
意
な
こ
と
は
違
い
、
性
格
や
体
型
、

考
え
方
も
違
い
ま
す
。
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
お

互
い
に
協
力
し
合
い
、
仕
事
も
家
庭
も
大
事
に

す
る
と
い
う
考
え
方
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
ま
で
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
に
つ
い
て
何
も
知
ら
ず
、
難
し
そ

う
な
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
考
え
て
み
て
、
私
の
身
近
な
問
題
の
一
つ

で
あ
り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
も
、

重
要
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
男
性
だ

か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
た
考
え
方
よ
り

も
、
お
互
い
を
理
解
し
、
協
力
し
合
い
、
尊
重

し
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し

て
、
素
晴
ら
し
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
考
え

方
の
ほ
う
が
、
私
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

社
会
の
一
員
と
し
て
、
相
手
を
思
い
や
り
、
支

え
合
い
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
鍵

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
実
在
す
る
事
業
者
な
ど
の
名
前
を
か
た
り
、
「
利
用
料
金
が
未
納
」
な

ど
の
心
当
た
り
の
な
い
Ｓ
Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）が

届
い
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
心
当
た
り
の
な
い
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
ら
、
開
け
ず
に
す
ぐ
削
除

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
送
信
元
の
名
前
な
ど
に
聞
き
覚
え
が
あ
っ
て
も
安
易
に
信
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
連
絡
を
す
る
と
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
た

り
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
架
空
請
求
は
消
費
者
の
情
報
を
完
全
に
特
定
し
て
送
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
て
し
ま
う
と
個
人
情
報
が
知
ら
れ
、
そ
の

情
報
を
元
に
さ
ら
に
金
銭
を
要
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
未
納

料
金
を
請
求
さ
れ
て
も
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
決
し
て
相
手
に
連
絡
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

☆
宅
配
便
業
者
や
携
帯
電
話
会
社
を
か
た
る
偽
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
く
事
例
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
不
正
な
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ス
マ
ホ
に
、
「
サ
イ
ト
へ
の
登
録
料
が
未
納

で
あ
る
。
本
日
中
に
連
絡
が
な
い
場
合
は
法
的

手
段
に
移
行
す
る
」
と
い
う
内
容
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が

届
い
た
。
送
信
元
と
し
て
大
手
通
販
サ
イ
ト
名

が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

大
手
通
販
サ
イ
ト
を
か
た
り

未
納
料
金
を
請
求
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
入
賞
】

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　北
中
学
校
三
年

　吉
田

　光
希

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は12月1日号に「こころ・休養、アルコール」の掲載を予定しています本

◎11月14日は、「世界糖尿病デー」
　国連は拡大を続ける糖尿病の脅威を踏まえ、11月14日を「世界糖尿病デー」として指定しました。さらに国際
糖尿病連合（IDF）は、”Unite for Diabetes”（糖尿病との闘いのため団結せよ）というキャッチフレーズと、国連や空
を表す「ブルー」と、団結を表す「輪」を使用したシンボルマークを採用。全世界での糖尿病抑制に向けたキャ
ンペーンを推進しています。 
　安中市国民健康保険の疾病分類別の医療費では、がん、高血圧、脳卒中、糖尿病、心臓病と上位に位置する糖
尿病、この生活習慣病が原因とする疾病が医療全体の約3割を占めています。また、糖尿病は合併症を併発して
気づいたときには、重篤な症状となっている場合もあります。

◎糖尿病を予防し健康を保つために
①ご自分の標準体重を目標にする。　
　標準体重の求め方：身長（m）×身長（m）×22※＝（　　　）kg
　22※＝生活習慣病になりにくい指数
②朝食は抜かず、間食は控え、3度の食事は規則正しく。

◎順番を意識して｢かしこく｣食べる
①ご飯より先に｢野菜｣を食べる。
②牛乳や乳製品を一緒に食べる。
③食物繊維の多い食品と組み合わせる。
④調味に積極的に酢を使う。

い ま　気をつけよう
　　　　　　病気に備えて　腹八分目尿病糖

請求書
SMS ｢ざるそば｣のみの食事と、｢ざるそば｣を食

べる前に｢とまと｣を食べるだけで、血糖の
上昇にこんなに差が出ます。
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だ
よ
り

学
習
の
森

№162

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

　
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
は
企
画
展
「
関
口

コ
オ 

い
つ
か
き
た
路
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
関
口
コ
オ（
本
名
：
武
井
功
吉
）【
１
９

３
７
〜
２
０
１
８
】
は
碓
氷
郡
原
市
町

（
現
安
中
市
原
市
）
に
生
ま
れ
、
松
井
田

高
校
を
卒
業
後
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
経
て
、
き
り
絵
の
創
作
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
童
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作

品
を
中
心
に
制
作
し
て
国
内
外
で
多
数
の

個
展
を
開
き
、
サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
リ
大
賞

な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
子
ど
も
た
ち
の
世

界
、
繊
細
な
風
景
や
美
し
い
女
性
、
懐
郷

か
ら
情
念
ま
で
を
刃
物
で
描
き
出
し
た
関

口
コ
オ
の
作
品
を
関
口
コ
オ
き
り
絵
美
術

館
ご
協
力
の
も
と
展
示
し
ま
す
。
　

　
展
示
期
間
は
11
月
２
日
〜
２
月
３
日
ま

で
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

関
口
コ
オ

　い
つ
か
き
た
路

関
口
コ
オ

　い
つ
か
き
た
路

か
い
き
ょ
う

わ
ら
べ

国指定史跡 簗瀬二子塚古墳 特別公開 詳細は安中市ホームページをご覧ください。

〔日程〕11月16日（土）　  〔場所〕簗瀬二子塚古墳（安中市簗瀬字八幡平）
〔公開時間〕午前9時～午後3時（雨天開催）〔現地解説〕午前10時と午後1時30分の2回（解説参加者はガイダンス棟集合）

追慕・母
関口コオきり絵美術館　所蔵

広報10月号で紹介した仁井楽甫の人名に関して『安中ふるさと辞典』を参考
にしました。仁井楽圃とする資料もあり、諸説あります。

からっ風の中で
関口コオきり絵美術館　所蔵 令和元年度

「文化財愛護ポスター」
最優秀作品（敬称略）
髙橋　茉那

（東横野小学校５年）

まゆクラフト教室
来年の干支を作ります♪

クリスマス手作り教室クリスマス手作り教室

〔日　時〕12月14日（土）午前10 時～正午
〔場　所〕生涯学習施設　創作工房3
〔定　員〕10人　〔材料費〕100円
〔講　師〕新井なおみ氏
〔備　考〕刃物を使用します。小学校低学

年以下は保護者が同伴してください。
クリスマスカード or オーナメント作り教室

〔手作り教室お申込み/ 先着順〕
いずれの講座も11月25日（月）午前9時よりふるさと
学習館までお電話または直接お申し込みくださ
い。

〔日　時〕12月7日（土）   ①午前10時～　②午後1時～
〔場　所〕生涯学習施設　創作工房3
〔定　員〕各回8人
〔材料費〕カード・オーナメント各300円
〔講　師〕木暮直巳氏（atelier703）

クリスマスのツリー型マトリョーシカ作り教室
〔日　時〕12月7日（土）午前10 時～午後3時

　　　　　※昼食は各自ご用意ください。
〔場　所〕生涯学習施設　創作工房1
〔定　員〕10人　〔材料費〕2,000円
〔講　師〕稲葉尚子氏（マトリョーシカ作家）
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最優秀作品（敬称略）
髙橋　茉那

（東横野小学校５年）

まゆクラフト教室
来年の干支を作ります♪

クリスマス手作り教室クリスマス手作り教室

〔日　時〕12月14日（土）午前10 時～正午
〔場　所〕生涯学習施設　創作工房3
〔定　員〕10人　〔材料費〕100円
〔講　師〕新井なおみ氏
〔備　考〕刃物を使用します。小学校低学

年以下は保護者が同伴してください。
クリスマスカード or オーナメント作り教室

〔手作り教室お申込み/ 先着順〕
いずれの講座も11月25日（月）午前9時よりふるさと
学習館までお電話または直接お申し込みくださ
い。

〔日　時〕12月7日（土）   ①午前10時～　②午後1時～
〔場　所〕生涯学習施設　創作工房3
〔定　員〕各回8人
〔材料費〕カード・オーナメント各300円
〔講　師〕木暮直巳氏（atelier703）

クリスマスのツリー型マトリョーシカ作り教室
〔日　時〕12月7日（土）午前10 時～午後3時

　　　　　※昼食は各自ご用意ください。
〔場　所〕生涯学習施設　創作工房1
〔定　員〕10人　〔材料費〕2,000円
〔講　師〕稲葉尚子氏（マトリョーシカ作家）



1819 2019年11月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

生涯学習だより
安中市教育委員会

第14回あんなか市民フェスティバル
第43回市民展
作品展
会　場▶安中体育館（旧安中高校体育館）
日　時▶11月14日（木）～17日（日）
　　　　午前10時～午後4時（最終日：午後3時）
○造形美術展（第65回安中市造形美術展）
・チャリティー作品展示有り
○美術手工芸展
・チャリティー作品展示有り

【来年の干支“ねずみ”をつくろう】開催
会　場▶1階特設会場
17日（日）午前10時～　先着30人　参加費無料
○市民書道展　
・チャリティー作品展示有り
○市民写真展
○市民華道展

【子ども生け花体験教室】
開催
会　場▶1階特設会場
16日（土）午前10時～　
先着10人　参加費500円
○児童生徒作品展（旧安中市地域小中学校）
会　場▶2階
○ユネスコ資料展
○市民の茶席
会　場▶1階特設会場
日　時▶16日（土）・17日（日）
　　　　午前10時～　先着150人　参加費無料

【子ども抹茶体験コーナー】
会　場▶1階茶道控室
日　時▶16日（土）・17日（日）
　　　　午前10時～　先着30人　参加費無料
○芸能協会体験教室【おことの体験教室】
会　場▶1階特設会場
日　時▶16日（土）午前10時30分～午後3時  参加費無料
　　　　17日（日）午前10時30分～午後2時　　 〃
主　催▶安中市市民展実行委員会
後　援▶安中市教育委員会

人権教育講演会 
　安中市人権教育推進委員会では、市民を対象とした「人
権と平和を考える講座」や「人権教育映画会」を企画・開
催し、専門家の話を聴いたりするなど研修の機会を設け
て、多様化する人権問題に対する理解を深めています。
　今回、下記のとおり人権教育講演会（映画上映＋監督によ
る講演会）を企画しました。どなたでも参加できますので、
大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
日　時▶11月29日（金）　午後3時（開場　午後2時30分）
場　所▶安中市文化センター　ホール
定　員▶先着800人（入場無料）
内　容▶ドキュメンタリー映画上映
　　　　飯塚俊男監督による講演会
「陸軍前橋飛行場　私たちの村も戦場だった」
【文部科学省選定作品】 

監　督▶飯塚　俊男（1947年生、前橋市出身）
過去作品「小さな羽音」（1992年／文化庁優秀映画作品賞・
キネマ旬報文化映画第1位）

「木と土の王国」（1995年／科学技術庁長官賞）
原作提供▶鈴木　越夫（1944年生、高崎市出身）

「陸軍前橋（堤ヶ岡）飛行場と戦時下に生きた青少年の体験
記」編著者
上映時間▶69分

「飯塚監督によるコメント」
　太平洋戦争のさなか、群馬
県の中央部に建設された「前
橋飛行場」が利用されたのは、
敗戦で廃止されるまでの僅か１年間。建設に駆り出された地
域の人々、特攻隊員と地域の人々との交流など、さまざまなド
ラマが生まれています。
　当時を知る多くの人々へのインタビューを重ねて、ようやく
１本の映画になりました。いずれの証言にも目を啓かせられる
思いがしています。話を聴けば聴くほど、21世紀に生きる自分
と当時の人々とが地続きで、彼らのすぐ隣にいるような錯覚を
覚える事もあり、もし、あの時代に生きていたら自分も特攻を
志願していたかもしれない、と思うことすらありました。怖さを
実感しています。その怖さを知り、この事実を伝えることがとて
も大切です。それが歴史を知り伝えることではないでしょうか。
主　催▶安中市教育委員会・安中市人権教育推進委員会

GU I D E

安中市文化センター

　安中市文化協会松井田支部主催事業「ウィンターコンサート2019」を開催します。
　素敵な演奏をお楽しみください。
●日　　　時：12月1日（日）　開場　午後1時30分　開演　午後2時
●会　　　場：松井田文化会館　大ホール
●出　　　演：一部　コールうすい（コーラス）（文化協会加盟団体）
　　　　　　　二部　國谷千早子（ヴァイオリニスト）、塩谷景子（ピアニスト）
●チ ケ ッ ト：無料　全席自由　　※入場整理券が必要です。
●整理券配布：松井田文化会館および安中市文化センター窓口
　　　　　　　一般配付11月10日（日）午前9時から

松井田文化会館 「ウィンターコンサート 2019」開催のお知らせ

11
月
１
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ホ
ー
ル

学
習
教
室
な
ど

松井田文化会館
人権教育映画会
11 月 1 日（金）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
ぐるうぷべこ第 69回発表会
11 月 4 日（月）　開場 12:30 開演 13:00　入場：無料
問合せ：ぐるうぷべこ（☎027－325－5623（神澤））
成年後見制度普及啓発セミナー
11 月 7 日（木）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　介護高齢課包括支援センター
第三回松井田城歴史講演会
11 月 10 日（日）　開場 13:30 開演 14:00　入場：無料
問合せ：松井田城址保存会（☎393－0018 （小板橋））
どれみ♪ぴゅあ音楽発表会
11 月 23 日（土）　開場 9:30 開演 9:45　入場：無料
問合せ： どれみ♪ぴゅあ（☎027－322－6700）
シルバー人材センター 20周年記念式典
11 月 24 日（日）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ： 安中市シルバー人材センター（☎380－5112）
ウィンターコンサート 2019
12 月 1 日（日）　開場 13:30 開演 14:00 　入場：無料
問合せ：松井田公民館（☎393－4401）
シルバー人材センター作品展示
11 月 24 日（日）　10:00～17:00　入場：無料
問合せ： 安中市シルバー人材センター（☎380－5112）
雑誌等無料配布
12 月 1 日（日）　9:00~13:00　入場：無料
問合せ：松井田図書館（☎393－4402）
いきいき健康まつり
11 月 16 日（土）　10:00~13:00　入場：無料
問合せ：　健康づくり課（☎内線 1172）

松

GU I D E 問合せ　松井田文化会館　☎３９３－４４０１

第 29回童謡フェスティバル
11 月 3 日（日）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料（要整理券）
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
チャリティー歌謡祭
11 月 10 日（日）　開場 9:30 開演 10:00　入場：無料
問合せ：（☎381－2929（市川））
安中市私立幼稚園・認定こども園主催合同親子観劇会
11 月 13 日（水）　開場 9:50 開演 10:10　入場：関係者のみ
問合せ：（☎385－6662（佃））
安中市青少年健全育成市民のつどい
11 月 16 日（土）　開場 13:30 開演 14:00　入場：無料（要整理券）
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
第 33回福祉ふれあい芸能大会
11 月 17 日（日）　開場 9:00 開演 10:00　　　　
問合せ： 岩野谷公民館（☎382－4968）
人権教育講演会
11 月 29 日（金）　開場 14:30 開演 15:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
自主文化事業「新垣隆・奥村愛　クリスマス・コンサート」
12 月 8 日（日）　開場 14:30 開演 15:00 
前売：2,500 円　当日：3,000 円
問合せ：文化センター（☎381－0586）
安中＆シンガポール Jr. オーケストラ　X’mas コンサート
12 月 14 日（土）　開場 15:30 開演 16:00　入場：無料
問合せ：（☎090－5518－8329（上原））
まるべりぃコーラス冬の日あたたかコンサート
12 月 15 日（日）　開場 13:45 開演 14:00　入場：無料
問合せ：（☎385－6454（米田））
市民パソコン教室
11 月 7・9・21・23・28・30 日（木・土）
12 月 5・7・12 日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料　会場：2 階パソコン教室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
11 月 23 日（土）　14:00～15:00　会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中図書館（☎381－0529）

松
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問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松
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●日　　　　時：12月8日（日）午後3時開演（午後2時30分開場）
●会　　　　場：安中市文化センター　ホール
●料　　　　金：全席指定　前売2,500円（当日3,000円）
※新垣隆、奥村愛の他にミュージカル女優・綿引さやか、亜聖樹が共演します。
※チケットはお一人様4枚まで
※未就学児の入場はご遠慮ください

 
新垣隆・奥村愛
クリスマス・コンサート

安中市文化センター

問合せ　安中市文化センター　☎３８１－０５８６

本

本
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生涯学習だより
安中市教育委員会

第14回あんなか市民フェスティバル
第43回市民展
作品展
会　場▶安中体育館（旧安中高校体育館）
日　時▶11月14日（木）～17日（日）
　　　　午前10時～午後4時（最終日：午後3時）
○造形美術展（第65回安中市造形美術展）
・チャリティー作品展示有り
○美術手工芸展
・チャリティー作品展示有り

【来年の干支“ねずみ”をつくろう】開催
会　場▶1階特設会場
17日（日）午前10時～　先着30人　参加費無料
○市民書道展　
・チャリティー作品展示有り
○市民写真展
○市民華道展

【子ども生け花体験教室】
開催
会　場▶1階特設会場
16日（土）午前10時～　
先着10人　参加費500円
○児童生徒作品展（旧安中市地域小中学校）
会　場▶2階
○ユネスコ資料展
○市民の茶席
会　場▶1階特設会場
日　時▶16日（土）・17日（日）
　　　　午前10時～　先着150人　参加費無料

【子ども抹茶体験コーナー】
会　場▶1階茶道控室
日　時▶16日（土）・17日（日）
　　　　午前10時～　先着30人　参加費無料
○芸能協会体験教室【おことの体験教室】
会　場▶1階特設会場
日　時▶16日（土）午前10時30分～午後3時  参加費無料
　　　　17日（日）午前10時30分～午後2時　　 〃
主　催▶安中市市民展実行委員会
後　援▶安中市教育委員会

人権教育講演会 
　安中市人権教育推進委員会では、市民を対象とした「人
権と平和を考える講座」や「人権教育映画会」を企画・開
催し、専門家の話を聴いたりするなど研修の機会を設け
て、多様化する人権問題に対する理解を深めています。
　今回、下記のとおり人権教育講演会（映画上映＋監督によ
る講演会）を企画しました。どなたでも参加できますので、
大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
日　時▶11月29日（金）　午後3時（開場　午後2時30分）
場　所▶安中市文化センター　ホール
定　員▶先着800人（入場無料）
内　容▶ドキュメンタリー映画上映
　　　　飯塚俊男監督による講演会
「陸軍前橋飛行場　私たちの村も戦場だった」
【文部科学省選定作品】 

監　督▶飯塚　俊男（1947年生、前橋市出身）
過去作品「小さな羽音」（1992年／文化庁優秀映画作品賞・
キネマ旬報文化映画第1位）

「木と土の王国」（1995年／科学技術庁長官賞）
原作提供▶鈴木　越夫（1944年生、高崎市出身）

「陸軍前橋（堤ヶ岡）飛行場と戦時下に生きた青少年の体験
記」編著者
上映時間▶69分

「飯塚監督によるコメント」
　太平洋戦争のさなか、群馬
県の中央部に建設された「前
橋飛行場」が利用されたのは、
敗戦で廃止されるまでの僅か１年間。建設に駆り出された地
域の人々、特攻隊員と地域の人々との交流など、さまざまなド
ラマが生まれています。
　当時を知る多くの人々へのインタビューを重ねて、ようやく
１本の映画になりました。いずれの証言にも目を啓かせられる
思いがしています。話を聴けば聴くほど、21世紀に生きる自分
と当時の人々とが地続きで、彼らのすぐ隣にいるような錯覚を
覚える事もあり、もし、あの時代に生きていたら自分も特攻を
志願していたかもしれない、と思うことすらありました。怖さを
実感しています。その怖さを知り、この事実を伝えることがとて
も大切です。それが歴史を知り伝えることではないでしょうか。
主　催▶安中市教育委員会・安中市人権教育推進委員会

GU I D E

安中市文化センター

　安中市文化協会松井田支部主催事業「ウィンターコンサート2019」を開催します。
　素敵な演奏をお楽しみください。
●日　　　時：12月1日（日）　開場　午後1時30分　開演　午後2時
●会　　　場：松井田文化会館　大ホール
●出　　　演：一部　コールうすい（コーラス）（文化協会加盟団体）
　　　　　　　二部　國谷千早子（ヴァイオリニスト）、塩谷景子（ピアニスト）
●チ ケ ッ ト：無料　全席自由　　※入場整理券が必要です。
●整理券配布：松井田文化会館および安中市文化センター窓口
　　　　　　　一般配付11月10日（日）午前9時から

松井田文化会館 「ウィンターコンサート 2019」開催のお知らせ

11
月
１
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ホ
ー
ル

学
習
教
室
な
ど

松井田文化会館
人権教育映画会
11 月 1 日（金）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
ぐるうぷべこ第 69回発表会
11 月 4 日（月）　開場 12:30 開演 13:00　入場：無料
問合せ：ぐるうぷべこ（☎027－325－5623（神澤））
成年後見制度普及啓発セミナー
11 月 7 日（木）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　介護高齢課包括支援センター
第三回松井田城歴史講演会
11 月 10 日（日）　開場 13:30 開演 14:00　入場：無料
問合せ：松井田城址保存会（☎393－0018 （小板橋））
どれみ♪ぴゅあ音楽発表会
11 月 23 日（土）　開場 9:30 開演 9:45　入場：無料
問合せ： どれみ♪ぴゅあ（☎027－322－6700）
シルバー人材センター 20周年記念式典
11 月 24 日（日）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ： 安中市シルバー人材センター（☎380－5112）
ウィンターコンサート 2019
12 月 1 日（日）　開場 13:30 開演 14:00 　入場：無料
問合せ：松井田公民館（☎393－4401）
シルバー人材センター作品展示
11 月 24 日（日）　10:00～17:00　入場：無料
問合せ： 安中市シルバー人材センター（☎380－5112）
雑誌等無料配布
12 月 1 日（日）　9:00~13:00　入場：無料
問合せ：松井田図書館（☎393－4402）
いきいき健康まつり
11 月 16 日（土）　10:00~13:00　入場：無料
問合せ：　健康づくり課（☎内線 1172）

松

GU I D E 問合せ　松井田文化会館　☎３９３－４４０１

第 29回童謡フェスティバル
11 月 3 日（日）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料（要整理券）
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
チャリティー歌謡祭
11 月 10 日（日）　開場 9:30 開演 10:00　入場：無料
問合せ：（☎381－2929（市川））
安中市私立幼稚園・認定こども園主催合同親子観劇会
11 月 13 日（水）　開場 9:50 開演 10:10　入場：関係者のみ
問合せ：（☎385－6662（佃））
安中市青少年健全育成市民のつどい
11 月 16 日（土）　開場 13:30 開演 14:00　入場：無料（要整理券）
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
第 33回福祉ふれあい芸能大会
11 月 17 日（日）　開場 9:00 開演 10:00　　　　
問合せ： 岩野谷公民館（☎382－4968）
人権教育講演会
11 月 29 日（金）　開場 14:30 開演 15:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
自主文化事業「新垣隆・奥村愛　クリスマス・コンサート」
12 月 8 日（日）　開場 14:30 開演 15:00 
前売：2,500 円　当日：3,000 円
問合せ：文化センター（☎381－0586）
安中＆シンガポール Jr. オーケストラ　X’mas コンサート
12 月 14 日（土）　開場 15:30 開演 16:00　入場：無料
問合せ：（☎090－5518－8329（上原））
まるべりぃコーラス冬の日あたたかコンサート
12 月 15 日（日）　開場 13:45 開演 14:00　入場：無料
問合せ：（☎385－6454（米田））
市民パソコン教室
11 月 7・9・21・23・28・30 日（木・土）
12 月 5・7・12 日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料　会場：2 階パソコン教室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
11 月 23 日（土）　14:00～15:00　会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中図書館（☎381－0529）

松

松

松

“マナビー”

No.161

　

　

　

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松

無
意
識

安
中
市
立
松
井
田
南
中
学
校

二
年
　塩
谷
　万
葉

　私
は
人
権
週
間
の
ビ
デ
オ
、
集
会
、

標
語
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　例
え
ば
、
「
無
意
識
」
に
発
し
た
一

言
、
行
動
、
視
線
、
態
度
。
こ
れ
ら
は

相
手
に
「
し
て
い
る
」
側
か
ら
す
れ

ば
、
気
に
も
留
め
な
い
よ
う
な
些
細
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
さ

れ
て
い
る
」
側
か
ら
す
れ
ば
些
細
な
こ

と
で
は
な
く
、
心
に
傷
を
つ
く
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
大
き
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
「
無
意
識
」
か
ら
い
じ
め

が
始
ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
だ
け

で
、
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
う
し
た
「
無
意
識
」
か
ら
始
ま
る

い
じ
め
を
な
く
す
に
は
、
私
は
一
人
一

人
が
言
葉
、
行
動
、
視
線
、
態
度
に
細

か
い
注
意
を
払
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
考

え
ま
す
。

　し
か
し
、
常
に
注
意
し
て
生
活
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
に
注
意
を
払
っ
た
と
し
て
も
、

相
手
に
不
快
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
行

動
を
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　そ
ん
な
時
、
不
快
な
思
い
を
し
た
人

は
、
そ
の
相
手
に
し
っ
か
り
と
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
伝
え
ら
れ

た
相
手
は
、
自
分
の
と
っ
た
行
動
で
相

手
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
素
直
に
謝
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（つ
づ
く
）

平
成
30
年
度
人
権
作
品
集

「
お
も
い
や
り
」か
ら

●日　　　　時：12月8日（日）午後3時開演（午後2時30分開場）
●会　　　　場：安中市文化センター　ホール
●料　　　　金：全席指定　前売2,500円（当日3,000円）
※新垣隆、奥村愛の他にミュージカル女優・綿引さやか、亜聖樹が共演します。
※チケットはお一人様4枚まで
※未就学児の入場はご遠慮ください

 
新垣隆・奥村愛
クリスマス・コンサート

安中市文化センター

問合せ　安中市文化センター　☎３８１－０５８６

本

本
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「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

が
使
い
や
す
い
で
す
！

　
群
馬
県
が
開
発
し
、
今
年
３
月
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
、「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
。

す
で
に
約
１
万
件
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
、

県
内
で
の
利
用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、

○
県
内
の
鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
し
た
、
目
的

地
ま
で
の
経
路
や
所
要
時
間
、
料
金
な
ど
の

検
索
・
表
示

○
駅
・
バ
ス
停
の
時
刻
表
や
構
内
図
の
表
示

○
県
内
の
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
お
勧
め

観
光
コ
ー
ス
の
案
内

○
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歩
数
計
機

能（
歩
数
や
歩
行
距
離
な
ど
の
計
測
・
管
理
）

な
ど
様
々
な
機
能
が
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で

装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
安
中
市
役
所
企
画
課
の
職
員

も
、
「
安
中
市
役
所
」
か
ら
「
碓
氷
病
院
」

へ
の
経
路
を
検
索
し
て
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
経
路
、
詳
細
ル
ー
ト
や
所
要
時

間
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
ま
し

た
。
歩
数
計
機
能
な
ど
も
搭
載
さ
れ
、
健
康

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
剰
余

金
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

　
水
道
メ
ー
タ
ー
、
電
力
量
計
、
は
か
り
、

ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
暮
ら
し
が
安
全
で
安
心
で
あ
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
計
量
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

広
め
、
計
量
意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た

め
、
11
月
を
「
計
量
強
調
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の
計
量

器
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
家
庭

の
体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の
精
度
確

認
の
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
計
量
に

つ
い
て
の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
き
ま
す
）

相
談
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法
▼
来
所
ま
た
は
電
話

相
談
・
問
合
せ
▼
群
馬
県
計
量
検
定
所

INFORMATION市民

（
前
橋
市
下
大
島
町
81

－

13
）

（
☎
0
2
7

－

2
6
3

－

2
4
3
6
）

不
動
産
合
同
公
売
を

　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産（
土
地
・
建
物
）を
公
売
に
付
し
、
入

札
に
よ
っ
て
得
た
売
却
代
金
を
市
税
に
充
て

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
1
件
、
土
地

4
件
の
計
5
件
の
不
動
産
が
公
売
対
象
で

す
。

※
当
初
予
定
し
て
い
た
土
地
付
建
物
﹇
安
中

市

－

1
﹈
に
つ
い
て
は
公
売
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
富
岡
市
、
神

流
町
、
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　
多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保

を
目
指
し
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

公
売
広
報
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
札
期
日
▼
11
月
25
日（
月
）午
後
1
時
受
付

開
始

場
所
▼
高
崎
市
役
所
本
庁
舎
17
階

　
受
付
　
1
7
2
会
議
室

　
入
札
会
場
　
1
7
1
会
議
室

夜
間
納
税
相
談
窓
口
▼

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
開
設
日（
納
期
限

日
）に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
12
月
２
日（
月
）

時
間
▼
午
後
８
時
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

問
合
せ
▼
□本 

収
納
課（
☎
内
線
1
0
8
6
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る

に
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
付
し

た
一
部
の
人
は
、
11
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

受
け
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
ま
ま
で
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納

め
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は
電
話
や
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ

て
い
る
人
に
対
し
て
、
日
本
年
金
機
構
が
委

託
し
た
会
社（
株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
）

が
電
話
や
訪
問
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）
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日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
267

56
323

男 
229

35
264

女    
22,268

6,593
28,861

男    
21,772

6,338
28,110

合　計 57,558人　世帯数 24,668   （令和元年9月末日現在）

ぜ
ひ
１
度
利
用
し
て
、
使
い
や
す
さ
を
実
感

し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
共
交
通
を
活
用
し
た
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内

対
応
言
語
▼
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語（
繁

体
・
簡
体
）、
韓
国
語
、
タ
イ
語

※
費
用
無
料（
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
）

入
手
方
法
▼「App Store

」ま
た
は「Google

 
Play

」
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
関
す

る
問
合
せ
▼
県
庁
交
通
政
策
課

（
☎
０
２
７

－

８
９
７

－

２
８
６
９
）

「
市
内
公
共
交
通
」
に
関
す
る
問
合
せ
▼

□本 

企
画
課
企
画
調
整
係（
☎
内
線
１
０
２
2
）

令
和
元
年
第
３
回（
９
月
）

　
　
　
　安
中
市
議
会
定
例
会

　
９
月
４
日（
水
）か
ら
24
日（
火
）に
か
け
て

21
日
間
の
日
程
で
令
和
元
年
第
３
回
安
中
市

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を
市
長
が

提
出
し
ま
し
た
。

〇
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

〇
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
学
習
の
森
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
安
中
市
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に

関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
及

び
安
中
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

〇
境
界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

▲2次元コード
App Store

▲2次元コード
Google Play
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「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

が
使
い
や
す
い
で
す
！

　
群
馬
県
が
開
発
し
、
今
年
３
月
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
、「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
。

す
で
に
約
１
万
件
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
、

県
内
で
の
利
用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、

○
県
内
の
鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
し
た
、
目
的

地
ま
で
の
経
路
や
所
要
時
間
、
料
金
な
ど
の

検
索
・
表
示

○
駅
・
バ
ス
停
の
時
刻
表
や
構
内
図
の
表
示

○
県
内
の
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
お
勧
め

観
光
コ
ー
ス
の
案
内

○
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歩
数
計
機

能（
歩
数
や
歩
行
距
離
な
ど
の
計
測
・
管
理
）

な
ど
様
々
な
機
能
が
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で

装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
安
中
市
役
所
企
画
課
の
職
員

も
、
「
安
中
市
役
所
」
か
ら
「
碓
氷
病
院
」

へ
の
経
路
を
検
索
し
て
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
経
路
、
詳
細
ル
ー
ト
や
所
要
時

間
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
ま
し

た
。
歩
数
計
機
能
な
ど
も
搭
載
さ
れ
、
健
康

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み

の
湯
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
剰
余

金
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

〇
令
和
元
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

　
水
道
メ
ー
タ
ー
、
電
力
量
計
、
は
か
り
、

ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
暮
ら
し
が
安
全
で
安
心
で
あ
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
計
量
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

広
め
、
計
量
意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た

め
、
11
月
を
「
計
量
強
調
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の
計
量

器
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
家
庭

の
体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の
精
度
確

認
の
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
計
量
に

つ
い
て
の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
き
ま
す
）

相
談
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法
▼
来
所
ま
た
は
電
話

相
談
・
問
合
せ
▼
群
馬
県
計
量
検
定
所

INFORMATION市民

（
前
橋
市
下
大
島
町
81

－

13
）

（
☎
0
2
7

－

2
6
3

－

2
4
3
6
）

不
動
産
合
同
公
売
を

　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産（
土
地
・
建
物
）を
公
売
に
付
し
、
入

札
に
よ
っ
て
得
た
売
却
代
金
を
市
税
に
充
て

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
1
件
、
土
地

4
件
の
計
5
件
の
不
動
産
が
公
売
対
象
で

す
。

※
当
初
予
定
し
て
い
た
土
地
付
建
物
﹇
安
中

市

－

1
﹈
に
つ
い
て
は
公
売
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
富
岡
市
、
神

流
町
、
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　
多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保

を
目
指
し
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

公
売
広
報
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
札
期
日
▼
11
月
25
日（
月
）午
後
1
時
受
付

開
始

場
所
▼
高
崎
市
役
所
本
庁
舎
17
階

　
受
付
　
1
7
2
会
議
室

　
入
札
会
場
　
1
7
1
会
議
室

夜
間
納
税
相
談
窓
口
▼

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
開
設
日（
納
期
限

日
）に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
12
月
２
日（
月
）

時
間
▼
午
後
８
時
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

問
合
せ
▼
□本 

収
納
課（
☎
内
線
1
0
8
6
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る

に
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
付
し

た
一
部
の
人
は
、
11
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

受
け
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
ま
ま
で
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納

め
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は
電
話
や
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ

て
い
る
人
に
対
し
て
、
日
本
年
金
機
構
が
委

託
し
た
会
社（
株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
）

が
電
話
や
訪
問
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）
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▲福祉ふれあいまつりが行われ、多くの来場者でにぎわい
　ました。
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日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
267

56
323

男 
229

35
264

女    
22,268

6,593
28,861

男    
21,772

6,338
28,110

合　計 57,558人　世帯数 24,668   （令和元年9月末日現在）

ぜ
ひ
１
度
利
用
し
て
、
使
い
や
す
さ
を
実
感

し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
共
交
通
を
活
用
し
た
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内

対
応
言
語
▼
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語（
繁

体
・
簡
体
）、
韓
国
語
、
タ
イ
語

※
費
用
無
料（
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
）

入
手
方
法
▼「App Store

」ま
た
は「Google

 
Play

」
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

「
ぐ
ん
ま
乗
換
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
関
す

る
問
合
せ
▼
県
庁
交
通
政
策
課

（
☎
０
２
７

－

８
９
７

－

２
８
６
９
）

「
市
内
公
共
交
通
」
に
関
す
る
問
合
せ
▼

□本 

企
画
課
企
画
調
整
係（
☎
内
線
１
０
２
2
）

令
和
元
年
第
３
回（
９
月
）

　
　
　
　安
中
市
議
会
定
例
会

　
９
月
４
日（
水
）か
ら
24
日（
火
）に
か
け
て

21
日
間
の
日
程
で
令
和
元
年
第
３
回
安
中
市

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
を
市
長
が

提
出
し
ま
し
た
。

〇
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

〇
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
学
習
の
森
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
安
中
市
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に

関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
及

び
安
中
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
安
中
市
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

〇
境
界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
30
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

▲2次元コード
App Store

▲2次元コード
Google Play
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.18

　皆さん、はじめまして。
　7月1日から、地域おこし協力隊に着任し
ました椎名利江です。
　安中に来て、見渡す限り広がる山々の風
景に心癒やされる毎日です。
　さて、私は主に養蚕農家として活動してい
ますが、お蚕を飼育するカゴなどの道具はと
ても大きく、ひとりで扱うのにも一苦労。
　養蚕業は、なかなか手間のかかる仕事だ
と痛感しています。しかし、日々試行錯誤
を重ね、ようやく養蚕ひとり仕事がカタチ
になりはじめています。市内には現役の養
蚕農家さんや、養蚕に携わっていた人がた
くさんいらっしゃいますので、ご支援をい
ただきながら、かつて日本の一大産業とし
て発展してきた養蚕業を今に残し、養蚕農
家として優良な繭
を作れるよう経験
を積みたいです。
　どうぞよろしく
お願いします。

ス
ト
ッ
プ
!! 
児
童
虐
待

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
児
童
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

て
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

を
広
め
る
こ
と
で
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
を

な
く
す
た
め
の
啓
発

活
動
が
全
国
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
に
あ
わ
せ

て
、
ま
ち
か
ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
、

市
役
所
に
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た

り
、
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
児
童

虐
待
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
や

身
体
を
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
傷
つ
け

る
行
為
で
す

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
が

発
生
す
る
家
族
は
、
育
児
へ
の
不
安
・
保
護

者
の
性
格
・
子
ど
も
の
特
性
・
家
族
の
不

和
・
病
気
・
経
済
苦
・
地
域
か
ら
の
孤
立
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
配
な
親
子
を
見
つ
け
た
ら

　
子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を
見

落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
お
か
し
い
な
」

と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
市
や

児
童
相
談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
つ
い
て

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護
者

チ
ケ
ッ
ト
▼
一
般
1
，
0
0
0
円
　
学
生

5
0
0
円

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
▼
安
中
総
合
学
園
高
校
ダ
ン
ス
部

（
☎
３
８
１

－

０
２
２
７
）

『
笑
い
ヨ
ガ
講
座
』を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
、
『
笑
い
ヨ
ガ
』
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
笑
い
ヨ
ガ
は
、
心
と
体
が
元
気
に
な
る
こ

と
が
医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
し

い
動
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
笑
い
ヨ
ガ
の
効
果
を
実
際
に
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時場
所
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
）大
広
間

内
容
▼
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ

る
笑
い
ヨ
ガ
講
座

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
み
期
間
▼
11
月
８
日（
金
）午
前
９
時
〜

12
月
９
日（
月
）ま
で
午
前
９
時
よ
り
お
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
2
1
5
6
・
2
1
5
7
）

の
怒
鳴
り
声
が
す
る

・
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

・
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

・
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

・
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い
る

保
護
者
に
つ
い
て

・
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い

る・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外
出

し
て
い
る

・
子
ど
も
に
関
し
て
拒
否
的
、
無
関
心
で
あ

る
／
強
い
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明

を
す
る

　
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
虐
待
の
事
実
が
な
い
場
合
で
も
そ
の
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
児
童
虐
待
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
。
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
、
健
全
に

成
長
・
発
達
で
き
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の

１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま

す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
「
子
ど
も
と
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
…
」

「
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
！
」
こ
ん
な

と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
に
不
安
は

つ
き
も
の
。
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
ひ

と
り
で
頑
張
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育

て
に
関
す
る
心
配
ご
と
・
ご
家
庭
の
悩
み
ご

と
な
ど
、
「
子
育
て
が
つ
ら
い
」
と
思
っ
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
・
育
児
に
関
す
る
相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）・
24
時
間
・
お

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

・
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

・
こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24

（
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

－

８
８
４
）

携
帯
電
話
は

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

１
１
０
０
・
24
時

間
3
6
5
日
）

・
□本 

子
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
室 

（
☎
３
８
２

－

８
０
０
５
）

・
□松 
住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

　安
中
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
講
演
会

日
時
▼
11
月
17
日（
日
）午
後
２
時
〜
午
後
４

時（
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
）

会
場
▼
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
礼
拝

堂内
容
▼
講
演

演
題
「
い
ろ
い
ろ

あ
る
さ
　
生
き

て
っ
か
ら
ね
」

講
師
　
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｕ

Ｅ（
2
0
1
3
年

再
結
成
４
人
組
バ

ン
ド
）

奥
野
　
敦
士
　
氏

（
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
）

　
香
川
　
誠
　
氏（
ギ
タ
リ
ス
ト
）

※
ス
リ
ッ
パ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料
、
心
に
響
き
渡
る
コ
ト
バ
と
メ

ロ
デ
ィ
に
多
く
の
人
が
感
動
を
受
け
て
い
ま

す
。

問
合
せ
▼
□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

第
４
回
安
中
総
合
学
園
高
等
学
校

ダ
ン
ス
部
自
主
公
演

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
〜
愛
を
こ
め
て
花
束
を
〜
」

　
高
校
ダ
ン
ス
部
日
本
一
に
な
っ
た
安
中
総

合
学
園
ダ
ン
ス
部
が
お
届
け
す
る
ダ
ン
ス
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
令
和
２
年
２
月
16
日（
日
）

　
昼
　
午
後
１
時
30
分
　
開
場

　
　
　
午
後
２
時
　
開
演

　
夜
　
午
後
５
時
30
分
　
開
場

　
　
　
午
後
６
時
　
開
演

　季節の行楽が楽しめる時期となりました。
　今月の手話で伝えようは【明るい】と【暗い】です。

解説
両手を交差した形から、左右同時に弧を描いて開きます。

解説
手のひらを前にし、両手を開いた状態から弧を描くよ
うに交差して引き寄せます。
※【明るい】＋【あいさつ】（10月号で紹介）と順に表

すと【こんにちは】
　【暗い】＋【あいさつ】（10月号で紹介）と順に表す

と【こんばんは】という単語になります。

手話で伝えよう   Vol.11

【暗い】

【明るい】

（安中市立磯部小学校長　櫻井　敦子）

　市民課
休日窓口開設日

11月3日・17日　12月1日・15日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

健 

康 

通 

信

○
12
月
３
日（
火
）よ
り
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
の
集
団
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

受
付
時
間
▼
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

（
全
会
場
共
通
）　

・
番
号
札
は
午
後
0
時
30
分
よ
り
配
布

し
ま
す
。

・
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
ご
都
合
が

つ
か
な
い
場
合
は
、
別
の
検
診
日
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
の
事
前
連
絡

は
不
要
で
す
。

・
「
受
診
シ
ー
ル
」
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

○
個
別
検
診
は
市
内
医
療
機
関
に
て
引

き
続
き
実
施
中
で
す（
令
和
２
年
１
月

31
日
ま
で
）。
希
望
す
る
検
診
に
つ
い

て
『
検
診
の
し
お
り
』
を
ご
覧
に
な

り
、
集
団
・
個
別
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
期

間
を
ご
確
認
の
う
え
早
め
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

○
詳
細
は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.18

　皆さん、はじめまして。
　7月1日から、地域おこし協力隊に着任し
ました椎名利江です。
　安中に来て、見渡す限り広がる山々の風
景に心癒やされる毎日です。
　さて、私は主に養蚕農家として活動してい
ますが、お蚕を飼育するカゴなどの道具はと
ても大きく、ひとりで扱うのにも一苦労。
　養蚕業は、なかなか手間のかかる仕事だ
と痛感しています。しかし、日々試行錯誤
を重ね、ようやく養蚕ひとり仕事がカタチ
になりはじめています。市内には現役の養
蚕農家さんや、養蚕に携わっていた人がた
くさんいらっしゃいますので、ご支援をい
ただきながら、かつて日本の一大産業とし
て発展してきた養蚕業を今に残し、養蚕農
家として優良な繭
を作れるよう経験
を積みたいです。
　どうぞよろしく
お願いします。

ス
ト
ッ
プ
!! 
児
童
虐
待

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
児
童
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

て
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

を
広
め
る
こ
と
で
、

子
ど
も
へ
の
虐
待
を

な
く
す
た
め
の
啓
発

活
動
が
全
国
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
に
あ
わ
せ

て
、
ま
ち
か
ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
、

市
役
所
に
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た

り
、
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
児
童

虐
待
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
や

身
体
を
、
直
接
あ
る
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は
間
接
的
に
傷
つ
け

る
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為
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児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
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は

年
々
増
加
傾
向
に
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り
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。
児
童
虐
待
が

発
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る
家
族
は
、
育
児
へ
の
不
安
・
保
護
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性
格
・
子
ど
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の
特
性
・
家
族
の
不

和
・
病
気
・
経
済
苦
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域
か
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孤
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な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
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複
雑
に
絡
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合
っ
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こ
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と
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ま
す
。

心
配
な
親
子
を
見
つ
け
た
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子
ど
も
や
保
護
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ん
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サ
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落
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ま
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」
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子
ど
も
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つ
い
て

・
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も
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ど
も
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叫
ぶ
声
や
保
護
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チ
ケ
ッ
ト
▼
一
般
1
，
0
0
0
円
　
学
生

5
0
0
円

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
▼
安
中
総
合
学
園
高
校
ダ
ン
ス
部

（
☎
３
８
１

－

０
２
２
７
）

『
笑
い
ヨ
ガ
講
座
』を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
、
『
笑
い
ヨ
ガ
』
と
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う
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葉
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存
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。

　
笑
い
ヨ
ガ
は
、
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。
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ぜ
ひ
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の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
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。

日
時
▼
12
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時場
所
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
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広
間

内
容
▼
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ

る
笑
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ヨ
ガ
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座

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

対
象
者
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市
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住
の
概
ね
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歳
以
上
の
人

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
み
期
間
▼
11
月
８
日（
金
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９
時
〜

12
月
９
日（
月
）ま
で
午
前
９
時
よ
り
お
電
話

で
お
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く
だ
さ
い
。

申
込
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せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
2
1
5
6
・
2
1
5
7
）

の
怒
鳴
り
声
が
す
る

・
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

・
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

・
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

・
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い
る

保
護
者
に
つ
い
て

・
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い

る・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外
出

し
て
い
る

・
子
ど
も
に
関
し
て
拒
否
的
、
無
関
心
で
あ

る
／
強
い
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明

を
す
る

　
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
虐
待
の
事
実
が
な
い
場
合
で
も
そ
の
責

任
を
問
わ
れ
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こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
児
童
虐
待
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
。
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
、
健
全
に

成
長
・
発
達
で
き
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の

１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま

す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
「
子
ど
も
と
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
…
」

「
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
！
」
こ
ん
な

と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
に
不
安
は

つ
き
も
の
。
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
ひ

と
り
で
頑
張
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育

て
に
関
す
る
心
配
ご
と
・
ご
家
庭
の
悩
み
ご

と
な
ど
、
「
子
育
て
が
つ
ら
い
」
と
思
っ
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
・
育
児
に
関
す
る
相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）・
24
時
間
・
お

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

・
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

・
こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24

（
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

－

８
８
４
）

携
帯
電
話
は

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

１
１
０
０
・
24
時

間
3
6
5
日
）

・
□本 

子
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
室 

（
☎
３
８
２

－

８
０
０
５
）

・
□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

　安
中
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
講
演
会

日
時
▼
11
月
17
日（
日
）午
後
２
時
〜
午
後
４

時（
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
）

会
場
▼
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
礼
拝

堂内
容
▼
講
演

演
題
「
い
ろ
い
ろ

あ
る
さ
　
生
き

て
っ
か
ら
ね
」

講
師
　
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｕ

Ｅ（
2
0
1
3
年

再
結
成
４
人
組
バ

ン
ド
）

奥
野
　
敦
士
　
氏

（
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
）

　
香
川
　
誠
　
氏（
ギ
タ
リ
ス
ト
）

※
ス
リ
ッ
パ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料
、
心
に
響
き
渡
る
コ
ト
バ
と
メ

ロ
デ
ィ
に
多
く
の
人
が
感
動
を
受
け
て
い
ま

す
。

問
合
せ
▼
□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

第
４
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安
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合
学
園
高
等
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校

ダ
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部
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演
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ネ
ー
シ
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ン

　
　
　
　
〜
愛
を
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を
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催
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ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～ 17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～ 14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～ 18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）
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相 談 案 内 １１月１日 ▼１２月１５日
行　　事　　名

● 国指定重要文化財
　丸山変電所内部公開（～4 日）
　10:00～15:00
● ふるさと学習館
　第 21 回企画展「関口コオ」（～2/3）
　学習の森　9:00～17:00

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 秋季全国火災予防運動（～ 15 日）
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 災害時通訳ボランティア養成講座②
　□本 303 会議室　10:30 ～ 16:00
● 外国人住民のための防災訓練
　□本 305 会議室　12:00 ～ 15:45
● チャリティー歌謡祭
　文化センター　10:00 ～

● 安中市私立幼稚園・認定こども園
　主催合同親子観劇会
　文化センター　10:10 ～

● いきいき健康まつり
● 草木染め体験教室
　くつろぎの郷　13:30 ～
● 国史跡簗瀬二子塚古墳
　現地解説　①10:00 ②13:30
● 安中市消防団ポンプ操法大会
　安中市中宿西毛総合運動公園野球
　場東側広場　8:30～
● 第 33 回福祉ふれあい芸能大会
　文化センター　10:00 ～

恵みの湯　 11/5・19　12/3
峠の湯　 11/12・26
 12/9・10・11
鉄道文化むら　 11/5・12・19・26
 12/3・10
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 11/5・6・12・19・26・29※
　　　　　　　　　12/3・10
文化会館　 11/5・11・18・25・30　
　　　　　　　　　12/2・9

碓氷川熱帯植物園　11/5・12・19・26　
　　　　　　　　　12/3・10
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 11/5・6・11※・18・25
　　　　　　　　　12/2・9※
学習の森　 11/5・6・12・19・26・27
　　　　　　　　　12/3・10
いきいき長寿センター
 11/4・5・11・18・25・26
　　　　　　　　　12/2・9

日

1
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4
5
6
7

8
9

10
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日
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29
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3
4
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曜日
木

金

土・祝

日

月

火
水
木

金
土

日

月

火
水

木

行　　事　　名
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 令和元年度安中市防災講演会
　松井田文化会館　小ホール
　14:00 ～ 15:30
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 企画展「関口コオ」ギャラリートーク
　学習の森　①10:00/ ②15:00
● 企画展「関口コオ」ギャラリートーク
　学習の森　①10:00/ ②15:00
● 第 12 回農業委員会総会
　□本 201 会議室　11:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
　
● 小学生駅伝競走大会
　□ス 8:30～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 冬の県民交通安全運動（～12/10）
● ウィンターコンサート 2019
　松井田文化会館
　開場 13:30 開演 14:00 入場 : 無料
● きり絵教室
　学習の森　13:30 ～ 15:30
● 第４回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00 ～

● 第４回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00 ～
● 第４回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

行事カレンダー １１月１日 ▼１２月１５日
曜日

金

土

日

月
火

水

木

金

土

日

日
6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

行　　事　　名
● 第４回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00 ～
● 生活空間の花体験教室
　くつろぎの郷　10:00～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● クリスマスのツリー型マトリョー
　シカ作り教室
　学習の森　10:00 ～ 15:00
● クリスマスカード or オーナメント
　作り教室
　学習の森　①10:00 ①13:00
● 新垣隆・奥村愛
　クリスマス・コンサート
　文化センター　15:00 ～

● 第４回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00 ～
● 第４回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第４回安中市議会定例会
　閉会（予定）9:00 ～
● 安中＆シンガポール Jr．オーケストラ
　X’mas コンサート
　文化センター　16:00 ～
● まゆクラフト教室
　学習の森　10:00 ～ 12:00
● まるべりぃコーラス
　冬のあたたかコンサート
　文化センター　14:00 ～

11 月
曜日

金
土

日
月・振
火
水
木

金
土

日

月
火
水

木
金
土

日

月
火
水

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 11/7・21　12/5　9 時～ 11 時 30 分
□松  11/11　12/2　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 11/7　12/5　13 時～ 16 時

□本　　 11/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  11/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□本　　・□松 【特設開設日】 12/9　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～ 16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1208）
　　　　　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）　
8 時 30 分～ 16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～ 16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　
8 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　
9 時～ 16 時 30 分 

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）9 時～ 16 時

□本　　 11/5　12/3　10 時～ 12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

月～金曜日（祝日を除く）　
9 時～ 16 時 30 分 

ひきこもりに関する相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 11/1・15　12/6　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～ 16 時
□本　　 11/5・19　12/3　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～ 16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談

労働相談
無料税務相談

（11月1日～12月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

11　　月 12　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

14・25・4
10・24・17
20・19・18
23・2・22
9・8・5
16・1・3
12・11・6
15・21・7
13・25・4
14・24・17
10・19・18
20・2・22
23・8・5
9・1・3
16・11・6

12・21・7
15・25・4
13・24・17
14・19・18
10・2・22
20・8・5
2 3・1・3
9・11・6
16・21・7
12・25・4
15・24・17
13・19・18
14・2・22
10・8・5
2 0・1・3

23・11・6
9・21・7
16・25・4
12・24・17
15・19・18
13・2・22
14・8・5
10・1・3
20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17
12・19・18
15・2・22
13・8・5

地域福祉支援センター（☎382－8397）

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１
日は県民交通安全日です。

12 月

皆さんの声をお待ちしています
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セン
ターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民の
声」を投稿できるポストを配置しています。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見などを
ぜひお聞かせください。

本 松



ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～ 17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～ 14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～ 18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

2425 2019年11月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

相 談 案 内 １１月１日 ▼１２月１５日
行　　事　　名

● 国指定重要文化財
　丸山変電所内部公開（～4 日）
　10:00～15:00
● ふるさと学習館
　第 21 回企画展「関口コオ」（～2/3）
　学習の森　9:00～17:00

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 秋季全国火災予防運動（～ 15 日）
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 災害時通訳ボランティア養成講座②
　□本 303 会議室　10:30 ～ 16:00
● 外国人住民のための防災訓練
　□本 305 会議室　12:00 ～ 15:45
● チャリティー歌謡祭
　文化センター　10:00 ～

● 安中市私立幼稚園・認定こども園
　主催合同親子観劇会
　文化センター　10:10 ～

● いきいき健康まつり
● 草木染め体験教室
　くつろぎの郷　13:30 ～
● 国史跡簗瀬二子塚古墳
　現地解説　①10:00 ②13:30
● 安中市消防団ポンプ操法大会
　安中市中宿西毛総合運動公園野球
　場東側広場　8:30～
● 第 33 回福祉ふれあい芸能大会
　文化センター　10:00 ～

恵みの湯　 11/5・19　12/3
峠の湯　 11/12・26
 12/9・10・11
鉄道文化むら　 11/5・12・19・26
 12/3・10
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 11/5・6・12・19・26・29※
　　　　　　　　　12/3・10
文化会館　 11/5・11・18・25・30　
　　　　　　　　　12/2・9

碓氷川熱帯植物園　11/5・12・19・26　
　　　　　　　　　12/3・10
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 11/5・6・11※・18・25
　　　　　　　　　12/2・9※
学習の森　 11/5・6・12・19・26・27
　　　　　　　　　12/3・10
いきいき長寿センター
 11/4・5・11・18・25・26
　　　　　　　　　12/2・9
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行　　事　　名
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 令和元年度安中市防災講演会
　松井田文化会館　小ホール
　14:00 ～ 15:30
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 企画展「関口コオ」ギャラリートーク
　学習の森　①10:00/ ②15:00
● 企画展「関口コオ」ギャラリートーク
　学習の森　①10:00/ ②15:00
● 第 12 回農業委員会総会
　□本 201 会議室　11:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
　
● 小学生駅伝競走大会
　□ス 8:30～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 冬の県民交通安全運動（～12/10）
● ウィンターコンサート 2019
　松井田文化会館
　開場 13:30 開演 14:00 入場 : 無料
● きり絵教室
　学習の森　13:30 ～ 15:30
● 第４回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00 ～

● 第４回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00 ～
● 第４回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

行事カレンダー １１月１日 ▼１２月１５日
曜日

金

土

日

月
火

水

木

金

土

日

日
6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

行　　事　　名
● 第４回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00 ～
● 生活空間の花体験教室
　くつろぎの郷　10:00～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● クリスマスのツリー型マトリョー
　シカ作り教室
　学習の森　10:00 ～ 15:00
● クリスマスカード or オーナメント
　作り教室
　学習の森　①10:00 ①13:00
● 新垣隆・奥村愛
　クリスマス・コンサート
　文化センター　15:00 ～

● 第４回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00 ～
● 第４回安中市議会定例会
　一般質問（予定）9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第４回安中市議会定例会
　閉会（予定）9:00 ～
● 安中＆シンガポール Jr．オーケストラ
　X’mas コンサート
　文化センター　16:00 ～
● まゆクラフト教室
　学習の森　10:00 ～ 12:00
● まるべりぃコーラス
　冬のあたたかコンサート
　文化センター　14:00 ～

11 月
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金
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日
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月
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休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 11/7・21　12/5　9 時～ 11 時 30 分
□松  11/11　12/2　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 11/7　12/5　13 時～ 16 時

□本　　 11/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  11/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□本　　・□松 【特設開設日】 12/9　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～ 16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1208）
　　　　　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）　
8 時 30 分～ 16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～ 16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　
8 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　
9 時～ 16 時 30 分 

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）9 時～ 16 時

□本　　 11/5　12/3　10 時～ 12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

月～金曜日（祝日を除く）　
9 時～ 16 時 30 分 

ひきこもりに関する相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 11/1・15　12/6　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～ 16 時
□本　　 11/5・19　12/3　13 時 30 分～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～ 16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談

労働相談
無料税務相談

（11月1日～12月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

11　　月 12　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

14・25・4
10・24・17
20・19・18
23・2・22
9・8・5
16・1・3
12・11・6
15・21・7
13・25・4
14・24・17
10・19・18
20・2・22
23・8・5
9・1・3
16・11・6

12・21・7
15・25・4
13・24・17
14・19・18
10・2・22
20・8・5
2 3・1・3
9・11・6
16・21・7
12・25・4
15・24・17
13・19・18
14・2・22
10・8・5
2 0・1・3

23・11・6
9・21・7
16・25・4
12・24・17
15・19・18
13・2・22
14・8・5
10・1・3
20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17
12・19・18
15・2・22
13・8・5

地域福祉支援センター（☎382－8397）

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１
日は県民交通安全日です。

12 月

皆さんの声をお待ちしています
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セン
ターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民の
声」を投稿できるポストを配置しています。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見などを
ぜひお聞かせください。

本 松



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか
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活弁士と浪曲師が魅せる語りの世界
山崎バニラ・春野恵子

1月26日（日）
開場　午後２時　開演　午後2時30分
場所　安中市松井田文化会館　大ホール
前売り　全席指定　一般　2,000円
当日券　全席指定　一般　2,500円
チケット：11月9日（土）午前9時から松井田文化会館窓口で販売開始
※電話でのお申し込みは11月9日（土）午後1時から
※チケットのお求めは1人4枚まで（発売初日のみ）
※未就学児の入場はできません。

“ヘリウムボイス”と呼ぶ独特の声と、大正琴
とピアノを弾き語る独自の芸風の活弁士・山
崎バニラさんと『進ぬ！電波少年』ケイコ先
生としてデビューし、現在海外各地でも公演
を行う浪曲師・春野恵子さんが松井田文化会
館にやってきます。
二人の芸を聴きにぜひ松井田文化会館にお越
しください。

問合せ▶松井田文化会館（☎393－4400）
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